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秦
始
皇
帝
陵
建
設
の
時
代

|
|
戦
園
・
統

一
・
封
外
戦
争

・
内
凱
|
|

鶴

開

和

幸

は

じ

め

に

一
戦
闘
秦
王
墓
の
建
設
(
前
二
四
六
|
前
二
二
二
年
)

二
統
一
と
卒
和
時
に
お
け
る
皇
帝
一
陵
建
設
(
前
一

一一一
一
|前
一
一
二
ハ
年
〉

三
戦
時
位
制
下
に
お
け
る
脅
陵
建
設
(
前
一二

五
|
前
一
一
一

O
年
八
月
)

四
二
世
皇
帝
に
よ
る
最
鯵
工
程
公
型
二

O
年
九
月
l
前
二

O
七
年
)

お

わ

り

に
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t主

じ

め

る
い
は
誇
陵
の
建
設
開
始
で
あ
る
。

秦
始
皇
一帝一
は
秦
王
政
に
即
位
し
た
翌
年
の
前
二
四
六
(
秦
王
政
元
の
ち
始
皇
元
)
年
か
ら
自
ら
の
陵
墓
の
造
営
を
始
め
た。

前
二
一

O
(始
皇
三
七
)
年
に
始
皇
帝
が
死
去
し
て
埋
葬
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
初
陵
あ

以
後
、

翌
年
に
二
世
皇
帝
が
地
下
の
墓

室
に
覆
(
復
)
土
し
て
最
終
工
程
に
入
っ
た
が
、
内
組
と
と
も
に
中
断
し
た
。

中
園
史
上
は
じ
め
て
の
統
一
一
帝
園
を
樹
立
し
た
皇
帝
で
あ
る
だ
け
に
、
後
世
そ
の
陵
墓
建
造
工
事
は
大
事
業
で
あ
り、

埋
葬
施
設
の
地
下
宮

肢
も
華
美
を
壷
し
た
も
の
で
あ
り

さ
ら
に
民
衆
の
負
擦
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
と
り
わ
け
強
調
さ
れ
た
。

司
馬
蓮
は

『
史
記
』
巻
六
秦
始



皇
本
紀
に
お
い
て
「
始
皇
初
め
て
即
位
す
る
や
麗
山
を
穿
ち
治
む
。
天
下
を
井
せ
る
に
及
び
、
天
下
の
徒
の
迭
詣
す
る
も
の
七
十
徐
高
人
」
と

『
文
献
逼
考
』
王
制
考
に
引
か
れ
た
後
漢
衛
宏
の
『
漢
奮
儀
』
で
は
、

「
(
始
皇
)
丞
相
李
斯
を
し
て
天
下
の
刑
人
徒
隷
七
十
二
菌
人
を
持
い
て
陵
を
作
ら
し
め
、
撃
つ
に
章
程
三
十
七
歳
を
以
て
す
」
と
い
い
、
李

斯
の
事
業
と
し
て
刑
徒
と
奴
隷
七
十
二
高
人
を
三
十
七
年
開
動
員
し
た
と
い
う
。
後
世
薄
葬
が
主
張
さ
れ
る
と
き
に
は
つ
ね
に
始
皇
帝
陵
の
華

美
が
封
局
に
掌
げ
ら
れ
た
。
前
漢
の
貰
山
は
そ
の
蓉
修
を
非
難
し
て
「
死
し
て
麗
山
に
葬
ら
れ
、
吏
徒
数
十
高
人
、
日
を
膿
し
く
す
る
こ
と
十

(
『
漢
書
』
巻
五
一
買
山
列
俸
)
と
い
い
、
劉
向
も
豪
蓉
な
陵
墓
が
盗
掘
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
空
し
さ
を
、

い
い
、
天
下
統
一
後
に
刑
徒
七
十
除
菌
人
を
大
量
動
員
し
た
と
い
う
。

年

古
自
り
今
に
至
る
ま
で
、
葬
の
盛
ん
な
る
こ
と
始
皇
の
如
き
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
数
年
の
問
、
外
は
項
籍
の
災
を
被
け
、
内
に
牧
畳
の
楠

か
か

に
離
れ
ば
、
量
哀
し
か
ら
ざ
ら
ん
や
(
『
漢
書
』
巻
三
六
劉
向
列
停
〉
。

と
語
っ
た
。
後
漢
の
東
卒
王
劉
蒼
は
章
一
帝
が
光
武
帯
、
明
一
一
帝
の
先
一帝
陵
に
陵
邑
を
設
け
よ
う
と
し
た
と
き
に
、

は
彊
秦
自
り
始
む
」
(
『
後
漢
書
』
巻
四
二
光
武
十
王
列
停
)
と
い
司
て
、
陵
邑
制
の
起
源
を
始
皇
帝
一
に
求
め
て
諌
め
た
。

水
に
も
「
秦
始
皇
大
い
に
厚
葬
を
輿
し
、

家
嬢
を
麗
戎
の
山
に
替
建
す
、
:
:
:
作
る
者
七
十
寓
人
、
積
年
に
し
て
方
に
成
る
」
と
厚
葬
を
強
調

「
臣
愚
以
へ
ら
く
、
園
邑
の
輿

『
水
経
注
』
各
十
九
滑
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し
た
あ
と
に
、

「
項
羽
入
関
し
て
こ
れ
を
護
き
、
三
十
商
人
、

三
十
日
を
以
て
物
を
運
ぶ
も
窮
む
能
わ
ず
」

と
か
、

「
牧
人
羊
を
尋
ね
て
こ
れ

を
焼
き
、
火
延
ぶ
る
こ
と
九
十
日
、
減
す
能
わ
ず
」
と
か
記
述
し
、
盗
掘
、
火
災
の
程
度
を
誇
張
し
た
。

始
皇
帝
陵
は
様
々
に
非
難
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

は
「
古
は
墓
祭
せ
ず
。
秦
始
皇
に
至
り
、

自殺
を
出
し
て
こ
れ
を
墓
側
に
起
こ
し
、

漢
因
り
て
改
め
ず
」

一
方
で
は
前
漢
以
降
の
制
度
の
起
源
と
し
て
肯
定
的
に
も
評
債
さ
れ
た
。
後
漢
の
察
畠

(
『
濁
断
』
港
之
下
)
と
い
い
、
陵
墓
の

傍
ら
に
寝
肢
を
置
き
、
陵
園
に
お
い
て
魂
塊
を
同
時
に
祭
る
方
式
は
始
皇
一
帝
陵
か
ら
始
ま
司
た
と
考
え
た
。
ま
た
漢
朝
の
人
々
か
ら
す
れ
ば
、

議
論
上
の
非
難
や
評
債
と
は
別
に
、
現
貫
に
は
秦
の
制
度
を
縫
承
し
た
面
が
多
く
、
始
皇
帝
陵
の
寝
殿
、
陪
葬
墓
、

陪
葬
坑
、

兵
馬
偏
坑
な
ど

(
1〉

確
か
に
漢
代
の
陵
墓
制
度
に
受
け
緩
が
れ
て
い
る
。
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始
皇
帝
陵
は
戦
園
以
来
の
停
統
を
継
承
す
る
と
同
時
に
、
新
し
い
要
素
も
つ
け
加
え
た
。

し
か
し
そ
の
問
要
素
の
ど
ち
ら
が
よ
り
強
い
か
を
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(
2〉

指
摘
す
る
だ
け
で
は
、
始
皇
帝一
陵
の
質
態
は
理
解
で
き
な
い
。
前
二
O
入
〈
二
世
皇
喬
二
〉
年
建
設
中
止
に

至
る
ま
で

の
一帝一
陵
造
営
三
十
九
年

聞
に
、
如
何
な
る
時
代
朕
況
の
も
と
で
停
統
を
縫
承
し
、
新
し
い
要
素
を
備
え
る
に
至
っ
た

の
か
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に

の
時
代
的
背
景
を

一
つ
一
つ
整
理
し
讃
み
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い。

秦
王
政
が
皇
帝
と
し
て
即
位
し
、
緩
く
二
世
皇
帝
〈
の
時
代
は
、
戦
園

一
園
家
が
統

一
一
帝
園

へ
出
演
容
し
、
ま
た
崩
壊
へ
向

は
陵
園
の
構
成
要
素

(
墳
丘
、
腹
殿
、
内
外
城
、
陪
葬
墓
、
陪
葬
坑
、

丘
(馬
偏
坑
、
刑
徒
墓
な
ど
〉

か
っ
て
い
く
時
代
で
あ
る
。
針
六
園
戦
争
の
時
代
(
第
一
期
)
か
ら
、
統

一
時
の
卒
和
の
時
期
が
到
来
す
る
が
(
第
二
期
)
、
や
が
て
再
び
旬
奴
、

百
越
と
の
封
外
戦
争
の
時
期
に
入

っ
て
始
皇
帝
の
死
を
迎
え
(
第
三
期)、

そ
し
て
二
世
皇
帝
が
即
位
し
、
陳
勝

・
呉
贋
や
項
羽
・
劉
邦
の
内
戦

か
ら
一帝
園
崩
壊

へ
と
急
降
下
す
る
(第
四
期
)。
そ
の
時
代
性
は
秦
王
陵
か
ら
皇
帝
陵
へ
と
獲
化
し
て
い
く
陵
墓
の
造
営
に
も
反
映
し
て
い
る
は

(
3
)
 

ず
で
あ
る
。

戦
園
秦
王
墓
の
建
設
(
前
二
四
六
年
|
前
二
二
二
年
)
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陵
墓
造
替
の
第
一
時
期
は
、
秦
が
封
東
方
六
園
の
戦
争
を
進
め
な
が
ら
、
皇
帝
陵
で
は
な
く
秦
王
と
し
て
の
陵
墓
を
造
営
し
て
い
く
段
階
で

ゑ
り
ヲ
ハ
v

。
王
が
印
位
の
翌
年
か
ら
自
身
の
陵
墓
を
造
管
し
は
じ
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は

『
漢
蓄
儀
』
に

天
子
印
位
の
明
年
、
将
作
大
匠
陵
地
を
営
む
。
用
地
は
七
頃
、
方
中
の
用
地
は

一
頃
、
深
さ
十
三
丈
、
堂
壇
は
高
さ
三
丈
、
墳
高
十
二
丈
。

と
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
に
閲
し
て
は
漢
代
の
制
度
の
手
本
に
な

っ
て
い
る
秦
の
制
度
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
造
営
工

事
と
し
て
最
初
に
着
手
し
た
の
は
陵
園
地
の
選
定
で
あ
り
、
戦
園
秦
の
威
陽
城
の
員
東
、
臨
山
北
麓
の
微
傾
地
が
選
ば
れ
た
の
で
、

秦
王
政
の

陵
墓
は
秦
閣
の
俸
統
の
葬
地
に
置
か
れ
た
と
見
て
よ
い
。
こ
の
時
期
の
政
治
を
支
え
て
い
た
の
は
、
十
三
歳
で
即
位
し
た
秦
王
政
自
身
で
は
な

く
相
園
日
不
意
で
あ
っ
た
。

か
れ
の
下
に
参
集
し
た
賓
客
三
千
人
の
言
論
を
集
め
た

『
巴
氏
春
秋
』
巻
十
安
死
で
は
、

君
主
の
厚
葬
が
盗
掘
を

招
き
死
者
を
厚
め
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
墳
丘
を
山
の
よ
う
に
高
く
築
き
、
墳
丘
上
に
植
樹
し
、

周
圏
に
門
閥
、

宮
殿
を
都
城
の

よ
う
に
設
け
る
こ
と
は
、
君
主
の
富
を
示
す
こ
と
に
な
り
、

わ
ざ
わ
ざ
盗
掘
を
勤
め
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
山
林
や
斜
面
に
質
素



な
墓
を
造
る
こ
と
が
、
死
者
を
辱
め
な
い
こ
と
に
な
る
と
主
張
す
る
。

秦
王
政
の
初
陵
は
清
水
北
に
慶
が
る
卒
地
で
は
な
く
、
標
高
一

(
4〉

に
下
る
緩
斜
面
が
選
ば
れ
た
。
ま
さ
に

『
目
氏
春
秋
』
で
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
阪
隈
の
地
に
嘗
た
る
。
こ
の
と
き
は
ま
だ
墳
丘
は
築
か
れ

て
い
な
い
が
、
現
存
の
陵
の
立
地
を
見
で
も
そ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
緩
斜
面
で
あ
る
た
め
に
、
現
在
の
墳
丘
を
南
北
方
向
か
ら

見
る
と
水
卒
に
均
衡
し
た
形
肢
の
よ
う
で
あ
る
が
、
東
西
方
向
か
ら
見
る
と
麗
山
に
依

っ
た
南
端
が
高
く
、

斜
面
上
に
乗
っ
た
不
整
形
で
あ
る

O
一
四
メ
ー
ト

ル
の
麗
山
と
い
う
自
然
の
山
の
北
麓
の
傾
斜
地
、
西
北
方
向

- 33-

詩
情
珊
(
湘
叫
即
時
)
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こ
と
が
わ
か
る
。
墳
丘
南
東
端
は
約
五

O
五
メ
ー
ト
ル
、

北
西
端
で
は
約
四
八

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら
、

約
二
五
メ
ー
ト
ル
の
標
高
差
が

あ
る
。
始
皇
帝
陵
の
高
さ
の
測
定
値
に
、

四
三
メ
ー
ト
ル
、

七
六
メ
ー
ト
ル
と
差
が
出
る
原
因
で
あ
る
。

鹿
山
の
山
麓
主
陽
の
地
が
秦
の
王
室
の
墓
葬
に
選
ば
れ
た
の
は
、
秦
王
政
が
初
め
て
で
は
な
く
、
祖
父
の
昭
裏
王
の
と
き
か
ら
で
あ
り
、
そ

の
前
の
恵
文
王
の
公
陵
や
悼
武
王
の
、
永
陵
は
滑
水
北
岸
の
威
陽
原
の
卒
地
に
造
営
さ
れ
た
(
圃
1
、
圃
2
〉
。
威
陽
市
周
陵
郷
の
周
陵
中
襲
。
告

周
王
陵
廟
〉
北
に
あ
る
南
北
に
並
ん
だ
二
つ
の
墳
丘
が
そ
う
で
あ
る
。

北
が
国
境
、
南
が
方
墳
、
そ
の
前
に
は
周
武
王
陵
、
周
文
王
陵
の
清
快

西
巡
撫
畢
況
碑
が
あ
る
。
前
漢
劉
向
が
す
で
に
周
王
陵
に
は
墳
丘
が
な
い
と
い
い
、

漢
代
の
人
々
は
こ
の
二
墳
丘
を
周
王
陵
と
す
る
こ
と
は

な
か
?
た
が
、
い
つ
し
か
周
王
陵
を
祭
杷
す
る
必
要
か
ら
周
王
陵
に
比
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
『
皇
覧
』

(『史記』

秦
本
紀
集
解
引
〉

で
す
で
に

「
秦
武
王
家
は
扶
風
安
陵
鯨
の
西
北
に
在
り
、
畢
陪
中
の
大
家
是
な
り
。
人
以
て
周
文
王
の
家
と
帰
す
は
非
な
り
。
周
文
王
家
は
杜
中
に
在
れ

ば
な
り
」
と
い
っ
て
周
王
陵
に
誤
解
さ
れ
て
い
る
と
し
、
『
括
地
志
』
(
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
正
義
引
)
で
も
「
秦
悼
武
王
陵
は
抱
強
州
戚
陽
蘇
西
十

俗
に
周
武
王
陵
と
名
す
る
は
非
な
り
」
と
い
い
、
周
王
陵
と
見
る
の
は
俗
説
と
す
る
。

里
(
秦
本
紀
引
『
括
地
中
ど
で
は
西
北
十
五
星
〉
に
在
り
、
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そ
も
そ
も
こ
の
地
は
、
二
墳
丘
の
頂
上
か
ら
南
を
眺
望
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
前
漢
末
期
の
密
集
し
た
一
帝
陵
匡
で
あ
っ
た
。
前
漢
初
期
は

威
陽
原
東
端
、
中
期
は
西
端
に
帯
陵
匿
を
求
め
た
が
、
末
期
に
は
蓄
来
の
戦
園
秦
王
陵
匿
の
こ
の
地
に
移

っ
た
。
京
一
帝
一
は
永
陵
亭
部
、
す
な
わ

ち
秦
悼
武
王
の
永
陵
の
地
に
初
陵
(
義
陵
〉
を
建
設
し
た
。
さ
ら
に
惰
唐
期
以
降
民
園
に
至
る
ま
で
、
元
一
帝
一
滑
陵
、
成
一
帝
一
延
陵
、

京
一帝
義
陵
、

卒
帯
康
陵
の
陵
園
に
、
周
王
陵
の
文
王
、
武
王
、
康
王
、
成
王
と
周
公
の
墓
陵
が
政
治
的
必
要
性
か
ら
無
理
に
置
か
れ
て
混
観
が
生
ず
る
こ
と

(
5〉

に
な
る
。
前
漢
末
の
劉
向
は
こ
の
地
の
秦
王
陵
を
見
て
い
た
が
、
や
が
て
漢
の
一
帝
一
陵
匿
と
し
て
整
備
さ
れ
る
な
か
で
、
秦
王
陵
は
破
壊
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
漢
王
朝
に
と
っ
て
帯
陵
匡
内
に
戦
園
秦
王
陵
を
残
す
理
由
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
周
王
陵
を
設
定
す
る
と
き
に
前
漢
の

陵
墓
を
嘗
て
、
の
ち
に
周
王
陵
に
は
墳
丘
が
な
い
こ
と
を
知
る
者
が
、
周
王
陵
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、
そ
の
と
き
に
周
王
陵
と
同
名
の
秦
文

(
6〉

(
恵
文
)
、
武
王
(
悼
武
)
二
陵
に
営
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
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昭
嚢
王
の
太
子
が
主
陽
に
埋
葬
さ
れ
て
か
ら
腫
山
西
麓
の
主
陽
の
地
に
は
、
昭
蓑
王
の
母
宣
太
后
、
昭
裏
王
、
荘
裏
王
、

菅
太
后
ら
が
埋
葬
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さ
れ
て
い
る
(
圃

1
1
昭
義
王
が
即
位
の
翌
年
か
ら
初
陵
を
造
営
し
始
め
た
と
す
れ
ば
、
前
三

O
六
年
の
と
き
に
葬
地
が
威
陽
城
の
西
か
ら
東

に
移
動
し
た
こ
と
に
な
る
。
恵
文
王
と
悼
武
王
は
同
母
の
父
子
で
あ

っ
た
の
で
威
陽
原
に
並
ん
で
埋
葬
さ
れ
た
が
、
悼
武
王
后
に
は
子
が
な
か

っ
た
の
で
、
楚
人
芋
氏
を
母
と
す
る
異
母
弟
と
し
て
即
位
し
た
の
が
燕
に
人
質
と
し
て
出
て
い
た
昭
裏
王
で
あ
っ
た
。
悼
武
王
の
死
後
昭
裏
王

が
即
位
す
る
と
、
丞
相
も
甘
茂
か
ら
厳
君
疾
に
代
わ
り
、
大
臣
、
諸
侯
、
公
子
ら
の
勢
力
も
謀
反
を
起
こ
し
て
訣
せ
ら
れ
、

恵
文
后
も
死
に
、

武
王
后
も
貌
に
婦
さ
れ
る
な
ど
、
悼
武
王
の
奮
勢
力
が
一

掃
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
昭
裏
王
の
五
十
六
年
に
及
ぶ
治
世
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

威
陽
原
に
代
わ
っ
て
主
陽
が
新
た
な
葬
地
と
し
て
選
ば
れ
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
秦
王
室
内
部
の
政
治
的
動
向
が
う
か
が
え
る
。

そ
し
て
二
世
皇
一帝
胡
亥
で
あ
っ
た
。
前
二
五

O
年
に
即
位
し

て
三
日
目
に
死
去
し
た
孝
文
王
の
陵
墓
は
害
時
陵
と
い
い
、
筆
陽
太
后
と
合
葬
さ
れ
た
。
同
じ
兄
弟
の
昭
裏
王
の
太
子
が
主
陽
に
埋
葬
さ
れ
て
い

昭
裏
王
後
に
主
陽
か
ら
離
れ
て
埋
葬
さ
れ
た
の
は
、
孝
文
王
夫
妻
と
夏
太
后
、

る
の
で
、

何
ら
か
の
政
治
的
理
由
で
主
陽
か
ら
排
除
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
孝
文
王
の
夏
太
后
も
、
主
陽
で
は
な
く
杜
東
(
社
陵
原
東
〉

に
埋
葬
さ
れ
、
本
人
が
「
東
に
吾
が
子
(
妊
袈
王
〉
を
望
み
、
西
に
吾
が
夫
(
孝
文
王
〉
を
望
む
」
と
言
っ
た
と
俸
え
ら
れ
る
(
『
史
記
』
各
八
五
呂
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不
意
停
)
。

秦
王
諸
陵
の
位
置
閥
係
に
混
飽
が
生
じ
て
い
な
い
前
漢
時
代
の
停
説
で
あ
る
だ
け
に
、

孝
文
王
、
荘
裏
王
、
夏
太
后
各
陵
墓
の
位
置

関
係
は
信
頼
で
き
る
。
夏
太
后
の
陵
墓
が
杜
陵
原
に
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
孝
文
王
の
蕎
陵
は
そ
の
東
に
求
め
ら
れ
る
。

西
安
城
外
東
、
緯
森
路
北
の
丘
陵
上
に
あ
る
い
わ
ゆ
る
韓
森
家
は
、
唐
以
降
に
荘

J

裏
王
陵
で
あ
る
と
い
う
俸
説
が
生
ま
れ
、

こ
れ
に
よ

っ
て

現
地
に
は
現
在
で
も
快
西
省
人
民
政
府
の
「
荘
褒
王
碑
」
残
片
が
残
っ
て
い
る
。

し
か
し
戦
園
秦
の
陵
墓
地
全
睦
の
配
置
か
ら
見
る
と
、
荘
裏

王
と
す
る
こ
と
に
は
再
考
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
地
は
唐
長
安
城
輿
慶
宮
東
北
、
通
化
門
外
東
南
に
位
置
し
、
頂
上
が
卒
坦
な
丘
陵
の
上
に
は

高
さ
二
十
二

メ
ー
ト
ル
の
園
墳
と
、

そ
の
東
南
部
に
は
上
部
を
削
ら
れ
た
方
墳
が
残
っ
て
い
る
。
丘
陵
周
縁
東
南
部
に
は
版
築
が
見
ら
れ
、
東

部
の
丘
陵
断
層
に
は
泰
代
の
雲
紋
瓦
嘗
や
瓦
片
が
見
ら
れ
る
の
で
、
秦
の
王
陵
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
孝
文
王
と
華
陽
太
后
の
合
葬

(
7
)
 

墓
の
可
能
性
が
高
い
。
固
丘
の
墳
頂
か
ら
は
、
東
南
の
丘
陵
地
帯
を
遠
望
で
き
、
先
の
夏
太
后
の
杜
南
方
向
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の

一
幣
は
社
陵
原
の
丘
陵
の
延
長
部
に
位
置
し
、

秦
の
嘗
苑
、
漢
の
上
林
苑
が
あ
り
〈
『
三
輔
賀
闘
』
巻
四
)
、

漢
、
唐
代
に
は
一
つ
の
墓
葬
匡
で
あ



胡
亥
が
埋
葬
さ
れ
た
「
杜
南
の
宜
春
苑
」

の
秦
の
王
室
の
葬
地
は
、
威
陽
原
、
杜
陵
原
、
そ
し
て
麗
山
山
麓
主
陽
の
地
の
三
カ
所
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
ど
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
か
は
、

っ
た
。
威
陽
城
東
南
の
こ
の
地
は
、
漢
長
安
城
、
唐
長
安
城
の
建
設
に
よ
っ
て
、

奏
時
代
の
様
相
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
の
ち
に
二
世
皇
帝

(

8

)

 

(『史
記
』
巻
六
秦
始
皇
本
紀
〉

も
、
こ
の
杜
陵
原
の
西
北
部
に
位
置
す
る
。
威
陽
城
に
遷
都
し
て
以
降

秦
園
王
室
内
部
の
正
統
性
と
関
わ
っ
て
い
た
。

さ
て
秦
王
政
に
と
っ
て
、

一
時
帝
競
を
稽
し
て
東
方
六
園
に
攻
勢
に
出
た
曾
祖
父
昭
裏
王
の
時
代
は
、
模
範
と
も
す
べ
き
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
。
湖
北
省
雲
夢
鯨
睡
虎
地
秦
墓
出
土
竹
簡
に
記
さ
れ
た

『
編
年
記
』
に
は
、

昭
王
(昭
裏
王
〉
五
十
六
年
、
孝
文
王
一

年
、
荘
王
(
荘

(

9

)

 

裏
王
〉
三
年
と
今
王
(
秦
王
政
)
の
三
十
年

(途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
〉
の
治
世
計
九
十
年
の
歴
史
が

一
つ
の
年
表
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る。

孝
文

王
、
荘
嚢
王
の
二
代
は
、
昭
嚢
王
、
秦
王
政
の
雨
時
代
を
つ
な
ぐ
過
渡
期
で
あ
っ
た
。
近
年
の
腫
山
西
麓
、

威
陽
城
東
の
東
陵
の
護
掘
は
、
秦

王
政
と
い
う
一
戦
園
園
家
君
主
の
陵
と
し
て
工
事
が
始
ま
っ
た
段
階
で
は
、
俸
統
的
な
秦
王
陵
と
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
教
え

(
m
)
 

て
く
れ
た
。

東
陵
は
東
に
鹿
山
を
望
む
、

秦
王
政
の
陵
墓
と
同
じ
微
傾
斜
の
地
に
あ
り
、
四
つ
の
陵
園
が
今
ま
で
護
見
さ
れ
て
い
る
(園
2
)
。

臨
誼
鯨
西
の
斜
日
銀
か
ら
韓
陥
郷
に
南
下
し
、
こ
こ
か
ら
丘
陵
の
斜
面
を
東
北
に
登
り
、
範
村
を
北
に
折
れ
る
と
、

一
一
抗
陵
園
に
行
き
着
く
。

南
北
に
相
並
ぶ
二

つ
の

E
字
形
大
墓
(
墓
室
の
四
方
に
墓
道
を
も
っ
形
式
〉

の
緩
や
か
な
墳
丘
、
が
見
え
る
。

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
れ
ば
、

墓
は
東
西
全
長
二
二

0
メ
ー

ト

ル

、

ニ

競

墓

も

ほ

ぼ

同
じ
大
き
き
で
あ
り
、
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競

南
北
全
長
一
二
八
メ
ー
ト
ル
、

東
西
二
二
0
メ
ー
ト

ル、

南
北

一
三
七
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
中
央
の
墓
室
は
ほ
ぼ
正
方
形
、

四
方
に
墓
道
が
付
き
、

地
表
の
墳
丘
は
現
在
耕
地
に

二

四
メ
ー
ト
ル
だ
け
を
残

す
だ
け
で
あ
る
。
二
つ
の
陵
墓
の
東
墓
遁
を
縦
に
分
断
し
た
農
道
に
は
、
墓
道
の
逆
蓋
形
の
線
と
、
そ
の
な
か
を
埋
め
た
版
築
の
層
が
き
れ
い

に
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
『
史
記
』
に
見
え
る
昭
裏
王
、
唐
太
后
の
合
葬
墓
で
あ
れ
ば
、

東
陵
の
中
心
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
漢
末
の
劉

向
は
戦
園
秦
王
陵
の
規
模
に
つ
い
て

秦
の
恵
文
、
武
、
昭
、
巌
裏
の
五
王
に
及
び
、
皆
大
い
に
丘
臨
を
作
り
、
其
の
窪
藤
多
け
れ
ば
、
威
壷
く
護
掘
暴
露
せ
ら
れ
甚
だ
悲
し
む

639 

に
足
る
な
り
(『漢
書
』
巻
三
六
)
。
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と
い
い
、
地
上
に
は
か
な
り
大
き
な
墳
丘
が
あ
っ
た
こ
と
を
俸
え
て
い
る
の
で
、
後
世
制
ら
れ
て
し
ま
司
た
の
で
あ
ろ
う
。
劉
向
は
ま
た
と
く

に
昭
裏
王
と
始
皇
帝
一
の
陵
墓
を
壁
壁
と
見
た
。

秦
昭
、
始
皇
山
を
増
し
、
識
を
厚
く
し
、
修
を
以
て
害
を
生
ず
れ
ば
、
以
て
戒
め
と
震
す
に
足
る
(
同
)
。

昭
袈
王
陵
を
中
心
と
し
た
東
陵
内
各
葬
地
の
位
置
関
係
は
、

東
方
を
前
と
す
れ
ば
左
右
(
南
北
)
に
贋
が

っ
て
い
る
。

二
続
陵
園
は
東
向
き

の
一
競
陵
園
の
左
手
前
方
(
東
北
)
に
位
置
し
、

中
字
形
墓
〈
墓
道
二
本
)

一
基
と
甲
字
形
墓
(
墓
道

一
本
)
二
基
か
ら
成
り
、

三
塚
援
の
地
名

は
、
こ
の
三
墓
を
指
す
。
昭
裏
王
の
太
子
と
そ
の
配
偶
者
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
四
続
陵
園
は

一一
抗
陵
圏
の
右
手
、
韓
脳
郷
の
谷
を
隔
て
て
南

の
丘
陵
上
、
馬
斜
村
の
西
に
あ
る
。
一
読
陵
園
よ
り
や
や
高
い
位
置
に
あ
り
、
す
で
に
墳
丘
は
近
年
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
大
型
の

E
字
形
墓

は
荘
相
談
王
陵
、
二
つ
の
甲
字
形
墓
は
そ
の
王
后
の
一
帝
太
后
ら
と
推
測
で
き
る
。
東
西
全
長
二
七
八
メ

ー
ト

ル
、
南
北
全
長
一
八
一

メ
ー
ト
ル
の

王
墓
は
、
荘
裏
王
自
身
の
即
位
期
聞
は
三
年
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
短
期
聞
に
秦
王
政
の
手
で
完
成
し
た
こ
と
に
な
る
。

一一
鋭
陵
園
の
左
手
後
方
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(
西
北
〉
の
三
暁
陵
園
は
、
車
濁
の
中
字
形
墓
で
あ
る
の
で
、
昭
褒
王
の
母
の
宣
太
后
墓
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
秦
王
陵
の
配
置
で
あ
れ
ば
、

一一
蹴
陵
園
の
左
前
方
(東
北
)
に
位
置
す
る
秦
王
政
の
陵
墓

(始
皇
帝
陵
)
も
、

秦
王
政
の
陵
墓
と
し
て
始
ま
?
た
初
陵
建
設
は
、
戦
園
時
期
に
お
い
て
は
ま
さ
に
昭
裏
王
の
陵
墓
を
手
本
に
企
重
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ

の

ま
さ
に
昭
裏
王
中
心
の
葬
地
の

一
部
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

段
階
で
は
停
統
を
縫
承
す
る
の
み
で
、
新
し
い
要
素
は
ま
だ
現
れ
な
か
っ
た
。
東
陵
の
西
、

(

孔

)

主
陽
は
秦
王
政
の
陵
墓
造
営
を
も
管
轄
し
て
い
た
。，

丘
陵
の
段
丘
下
に
は
秦
の
主
陽
城
遺
跡
が
あ
り、

統
一
と
卒
和
時
に
お
け
る
皇
一
帝
陵
建
設
(
前
二
一
二
年
|
前
-二
六
年〉

前

(
始
皇
二
六
)
年
秦
は
東
方
の
六
闘
の
最
後
の
園
斉
を
滅
ぼ
し
、

一
躍
統

一一
帝
園
を
樹
立
し
た
。

こ
の
統

一一帝
園
の
蕎
命
は
わ
ず

か
十
五
年
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
十
五
年
の
時
代
は
前
二
一
五
(
始
皇
三
二
)
年
を
境
に
し
て
大
き
く
獲
わ
司
て
い
く
。

前
二
二
一
年
か
ら
前

一
一
一
六
年
の
六
年
聞
は
、

秦
の
側
か
ら
休
戦
を
宣
言
し
、
天
下
に
卒
和
を
宣
言
し
た
時
期
で
あ
る
。
前
一
ゴ
二

年
全
園
の
兵
器
を
威
陽
に
集
め



ま
た
現
存
す
る
年
代
銘
の
あ
る
秦
代
武

(
ロ
)

器
の
な
か
で
戦
園
時
期
に
比
べ
て
こ
の
時
期
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
も
、

一
麿
の
卒
和
な
時
期
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
ま
た
翌
年
か

ら
は
上
古
の
帝
王
の
停
設
に
な
ら
い
、
臣
下
を
引
き
連
れ
て
全
国
を
巡
狩
す
る
。
こ
れ
は
軍
事
的
な
威
匪
を
地
方
に
輿
え
る
も
の
で
は
な
く
、

て
溶
か
し
、
鍾
鎌
(
青
銅
製
祭
器
〉
と
金
人
(
銅
人
)
十
二
盟
、

重
量
千
石
を
造
り
、
宮
中
に
置
い
た
。

奮
六
園
の
地
の
山
川
の
祭
柁
を
継
承
し
な
が
ら
、
そ
の
地
に
皇
帝
の
偉
業
を
願
彰
す
る
刻
石
を
立
て
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
卒
和
時
の

行
動
と
い
え
る
。
刻
石
の
な
か
で
は

「今
皇
帝
萱
家
天
下、

石〉、

丘
ハ
不
復
起
」

(
峰
山
刻
石
)
、

「闘
井
天
下
、

災
害
絶
息
、

永
信
戎
兵
」

(
東
観
刻

「
今
皇
一
一
帝
井
一
海
内
、

以
篤
郡
勝
、

天
下
和
卒
」

(
浪
邪
刻
石
)
と
見
え
、
い
ず
れ
も
中
央
か
ら
の
一
方
的
な
側
面
は
あ
る
が
、

一
種
の

卒
和
宣
言
と
い
え
る
。

十
徐
商
人
」

こ
の
卒
和
の
時
期
は
始
皇
一
帝
陵
建
造
で
も
大
き
な
轄
換
貼
と
な
っ
た
。
司
馬
遜
は
「
天
下
を
井
せ
る
に
及
び
、
天
下
の
徒
の
迭
詣
す
る
者
七

(
秦
始
皇
本
紀
〉
と
い
う
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
文
字
通
り
に
と
れ
ば
天
下
を
統
一
し
て
か
ら
、
全
園
の
刑
徒
を
七
十
除
菌
人

- 39ー

動
員
し
始
め
た
こ
と
に
な
る
。

結
局
こ
の
時
期
の
始
皇
帝
陵
建
設
の
進
行
朕
態
は
、
ま
だ
地
下
宮
肢
の
た
め
の
地
下
空
聞
を
掘
り
下
げ
る
段
階
で
あ
っ
た
。
近
年
の
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
で
は
、
地
下
宮
殴
が
深
さ
三

0
メ
ー
ト
ル
、
卒
面
は
南
北
四
六

0
メ
ー
ト
ル
、
東
西
三
九
二
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
に
近
く
、
四
方
に

東
五
、
北
一
、
西
一
の
墓
道
を
も
っ
俸
統
的
な
亜
字
形
墓
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る。

こ
の
地
下
坑
の
開
撃
容
積
は
膨
大
で
あ
り
、

こ
の

時
期
に
は
緊
急
性
の
な
い
工
事
で
あ
っ
た
の
で
、
時
聞
を
か
け
て
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
統
一

一
帝
園
の
首
都
威
陽
城
の
擁
張
工
事
の
方

が
優
先
さ
れ
、
戦
園
園
都
威
陽
城
を
績
充
し
、
首
都
に
豪
富
十
二
寓
戸
を
移
住
さ
せ
る
計
董
が
考
え
ら
れ
た
。

皇
帝
競
を
稽
し
た
ば
か
り
の
秦

王
政
に
と
っ
て
、
自
ら
の
死
を
想
定
し
た
陵
墓
の
建
設
は
制
度
上
休
止
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
現
世
の
都
城
建
設
の
方
が
重
要
か
つ
緊

急
で
あ
り
、
こ
ち
ら
を
優
先
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
威
陽
城
は
従
来
の
清
水
北
岸
と
威
陽
原
の
段
丘
だ
け
で
は
狭
く
て
携
充
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
清
水
南
に
贋
が
っ
て
い

っ
た
。
前
二
二

O
(始
皇
二
七
〉
年
、
信
宮
を
滑
水
南
に
造
り
、
極
廟
と
し
天
極
に
象
っ
た
。

そ
し
て
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こ
の
極
廟
と
麗
山
を
南
道
で
連
結
し
た
。
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始
皇
帝一
陵
圏
外
城
北
の
魚
池
建
築
遺
跡
は
、
始
皇
一
帝
陵
園
の
建
設
を
管
理
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
官
酷
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る。

こ

こ
か
ら
出
土
し
た
傘
雨
銭
五
三
八
枚
は
、
戦
園
時
期
の
直
径
三
セ
ン
チ
強
の
大
型
宇
雨
銭
よ
り
は
小
さ
く
、
直
径
二
・
六
l
二
・
八
セ
ン
チ
大

と
い
う
統
一
後
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
建
築
の
年
代
を
う
か
が
わ
せ
る
。

軍
事
的
に
優
位
に
立
ち
天
下
に
卒
和
を
宣
言
し
て
い
た
こ
の
時
期
に
は
、
兵
馬
偶
坑
の
よ
う
な
地
下
軍
陣
を
造
営
す
る
思
想
は
生
ま
れ
得
な

、‘
ハ
，
こ
I
U

、

ふ
μ

ナ
J

I
L

ま
た
威
陽
城
に
卒
和
、
天
下
太
卒
の
象
徴
と
し
て
の
金
人
を
立
て
な
が
ら
、

一
方
で
臨
戦
瞳
制
に
つ
な
が
る
兵
馬
備
な
ど
を
造
る

こ
と
も
な
か
っ
た
。
陶
工
た
ち
も
も

っ
ぱ
ら
威
陽
城
宮
般
の
瓦
、
煉
瓦
を
制
作
す
る
こ
と
に
嘗
て
ら
れ
た
。

始
皇
一
帝
陵
墳
丘
西
側
の
坑
で
護
見
さ
れ
た
買
物
の
二
分
の

一
の
大
き
さ
に
造
ら
れ
た
こ
輔
の
銅
車
馬
は
、
威
陽
城
の
鋳
銅
工
房
に
お
い
て

こ

(

日

)

の
時
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
輔
は
縦
に
並
び
、
い
ず
れ
も
四
頭
だ
て
で
西
方
向
に
向
い
て
い
る
。
先
頭
の
一
一
抗
銅
車
馬
は
、

武
器
を
携
帯
し
直
立
し
た
御
者
が
引
く
立
草
で
あ
り
、
先
導
、
護
衡
の
役
割
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
綴
く
二
競
銅
車
馬
は
、
正
座
し
た
御
者

で
あ
ろ
う
。
第
一
回
の
巡
狩
は
、
統
一
の
翌
年
に
ま
ず
西
方
で
行
な
わ
れ
た
が
、

」
れ
を
象
徴
す
る
の
が
こ
の
二
輔
の
車
で
あ
っ
た
。
細
部
に

- 40ー

が
引
く
租
椋
車
で
あ
る
。
開
閉
式
の
小
窓
を
持
つ
こ
の
車
は
、
葬
儀
用
と
も
見
ら
れ
た
が
、
生
前
の
皇
一
帝
が
寅
際
に
使
用
し
て
い
た
車
の
模
型

わ
た
っ
て
精
巧
な
技
術
を
施
し
た
銅
車
馬
は
、
埋
葬
用
に
短
期
間
に
造
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
本
来
は
巡
狩
用
の
車
を
模
し
て
宮
中
を
飾
る
た

め
に
、
統
一
後
の
卒
和
時
に
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
武
器
の
制
作
は
こ
の
時
期

一
旦
休
止
し
た
が
、

青
銅
工
房
で
は
地
方
か
ら
集
め
ら
れ

房
遺
跡
で
は
、
貌
の
布
鏡
、
湾
、
燕
の
万
銭
な
ど
の
青
銅
貨
幣
の
破
片
や
、
青
銅
武
器
、

た
金
属
武
器
や
貨
幣
の
青
銅
材
料
を
溶
か
し
、
字
商
銭
や
金
人
と
と
も
に
銅
車
馬
が
造
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

威
陽
城
東
の
長
陵
騨
附
近
の
工

(
M
)
 

そ
し
て
車
馬
の
青
銅
部
品
が
設
見
さ
れ
て
い
る。

始
皇
一
帝
陵
や
威
陽
城
建
設
の
第
働
力
は
、
天
下
統
一
直
後
か
ら
地
方
よ
り
集
め
ら
れ
て
い
た。

『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
で
は
「
天
下
の
徒
」

と
い
う
け
れ
ど
も
、
貫
際
に
は
秦
の
東
方
六
園
支
配
と
い
う
統
一

一帝
一
園
の
構
造
に
依
援
し
て
東
方
六
園
出
身
の
州
労
働
力
が
集
め
ら
れ
た
。
始
皇

一
帝
陵
西
南
、
外
城
西
側
に
は
一
帝
陵
造
営
に
揺
り
出
さ
れ
た
人
々
の
墓
地
が
ニ
カ
所
設
見
さ
れ
て
い
る
。
挑
池
頭
村
北
の
墓
地
に
は
数
多
く
の
人

骨
が
無
造
作
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
が
、
越
背
戸
村
西
の
方
は
百
三
の
長
方
形
縦
穴
の
墓
地
が
三
列
に
並
び
、
瓦
製
の
一
種
の
墓
誌
を
埋
め
て
い



(
お
〉

た
。
出
土
し
た
瓦
片
か
ら
、
十
九
名
の
出
身
地
が
わ
か
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

奮
戦
園
秦
の
地
で
あ
る
開
中
の
出
身
者
は
見
あ
た
ら

ず
、
い
ず
れ
も
東
方
奮
六
園
の
出
身
者
で
あ
っ
た
〈
園
5
参
照
〉
。

始
皇
一帝
陵
建
築
の
瓦
、
市
博
を
制
作
し
た
工
匠
の
出
身
が
開
中
を
中
心
に
分
布

し
て
い
る
の
と
は
、
劃
稽
的
で
あ
る
。

戦
時
瞳
制
下
に
お
け
る
一
帝
陵
建
設
(
前
一二
五
年
|
前一
一
一
O
年
八
月
〉

始
皇
帝
が
第
三
回
巡
狩
後
、
二
年
聞
の
休
息
を
経
て
第
四
回
巡
狩
を
賓
施
し
た
頃
か
ら
、
秦
一
帝
園
は
封
外
的
に
険
し
い
情
勢
を
迎
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。
卒
和
時
に
行
わ
れ
る
巡
狩
と
い
う
皇
帝
の
行
動
が
前
二
一
五
(
始
皇
三
一
一
)
年
か
ら
二
一

O
(始
皇
三
七
〉
年
ま
で
中
断
し
て
い
る

の
は
、
ま
さ
に
封
外
情
勢
の
悪
化
に
よ
る
戦
時
瞳
制
の
期
間
と
一
致
し
て
い
る
。
封
外
情
勢
の
緊
迫
化
と
い
う
の
は
北
は
旬
奴
と
、
南
は
百
越

と
の
戦
争
の
開
始
で
あ
っ
た
。
前
二
一
五
(
始
皇
三
一
一
〉
年
、
蒙
悟
将
軍
に
三
十
高
の
丘
ハ
を
率
い
て
旬
奴
を
攻
撃
さ
せ
、
河
南

(オ
ル
ド
ス〉

の

〈
日
四
)

地
を
奪
っ
た
。
こ
れ
が
秦
一
帝
一
固
に
と

っ
て
針
六
園
戦
争
終
結
後
は
じ
め
て
の
大
規
模
な
戦
争
と
な
っ
た
。
統

一
後
卒
和
を
宣
言
し
て
い
た
泰
一帝

園
も
、
こ
の
あ
と
戦
時
睡
制
に
突
入
し
て
い
く
。
前
一
一
一
四
円
始
皇
三
三
)
年
、
河
南
の
黄
河
に
城
塞
を
築
き
本
格
的
に
封
旬
奴
の
防
衛
態
勢
を

整
え
た
う
え
で
、
今
度
は
南
方
の
百
越
の
地
を
攻
め
る
た
め
に
、
桂
林
、
象
、
南
海
三
郡
を
置
い
た
。
翌
前
二
ご
ニ
〈
始
皇
三
四
〉
年
に
は
、

不
正
を
犯
し
た
獄
吏
に
北
方
に
は
長
城
、
南
方
の
越
に
は
砦
を
築
か
せ
た
。
こ
の
と
き
威
陽
宮
で
始
皇
帝一
の
長
蕎

(
四
十
七
歳
〉
の
祝
い
が
行

わ
れ
、
周
車
両
臣
が
席
上
封
外
戦
争
を
賛
美
し
た
が
、
現
貫
は
一
層
深
刻
で
あ
っ
た
。
前
二
一
二
(
始
皇
三
五
〉
年
に
は
長
城
と
首
都
を
結
ぶ
軍

事
道
路
の
直
道
を
九
原
、
雲
陽
聞
に
開
通
さ
せ
、
雲
陽
に
は
五
高
家
を
移
し
て
軍
事
的
要
地
を
確
保
し
た
。

天
下
統
一
直
後
の
威
陽
城
や
馳
道

整
備
な
ど
の
工
事
が
天
下
統
一
を
象
徴
す
る
事
業
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
と
き
の
事
業
は
戦
時
瞳
制
下
の
も
の
で
あ
り
、
首
都
防
衛
が
優
先

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

- 41-
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こ
う
し
た
戦
時
瞳
制
下
で
始
皇
帝
も
自
ら
重
ね
行
く
齢
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

前
二
一
一
一

〈始
皇
三
五
〉
年
東
海
上
に
東
門
を
建
て
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た
の
も
、
海
上
の
三
紳
山
を
祭
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
し
、

い
よ
い
よ
阿
房
宮
と
麗
山
陵
と
い
う
生
死
雨
世
界
の
宮
殿
工
事
も
急
い
だ
。
徒

刑
者
七
十
除
菌
人
を
南
土
木
工
事
に
投
入
し
た
と
い
う
が
、
こ
の
人
員
は
短
期
的
に
集
中
し
た
も
の
と
い
え
る
。

(
秦
王
政
十
六
)
年
に

「秦
麗
邑
を
置
く
」
(
秦
始
皇
本
紀
〉
と
の
み
記
述
さ
れ
て
い
た
麗
ロ
巴
に
三
寓
家
が
移
住
さ

(
げ
)

せ
ら
れ
た
。
そ
も
そ
も
麗
邑
は
陵
邑
〈
守
陵
都
市
)
で
は
な
く
、
秦
が
麗
戎
園
を
滅
ぼ
し
て
麗
戎
邑
の
地
に
置
い
た
豚
(邑〉

で
あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
麗
巴
の
位
置
は
、
始
皇
帝
一
陵
の
東
北
、
代
王
鎮
付
近
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が、

陵
北
の
新
豊
鎮
西
南
、
沙
河
村
南
で
前
漢
時
代
の

(
凶
)

こ
の
地
が
秦
の
麗
邑
で
も
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
始

こ
の
と
き
す
で
に
前

新
盟
鯨
城
郭
の
版
築
(
東
西
六
0
0、
南
北
六
七
0
メ
ー
ト
ル
〉
が
護
見
さ
れ
た
こ
と
で
、

第
三
期
に
な
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

皇
一
一
帝
陵
の
西
北
に
位
置
し
た
こ
と
が
、

こ
の
と
き
の
麗
邑
移
民
の
目
的

は
、
漢
代
の
よ
う
に
守
陵
を
粂
ね
た
首
都
近
郊
の
開
拓
で
は
な
か

っ
た
。
統
一
時
に
地
方
勢
力
の
富
豪
十
二
蔦
戸
を
威
陽
に
移
民
さ
せ
た
の
が



ロ
巴
移
民
は
雲
陽
五
高
家
(
同
年
〉
、

い
わ
ゆ
る
強
幹
弱
枝
政
策
で
あ
れ
ば
、
麗
ロ
巴
へ
の
移
民
は
戦
時
瞳
制
下
の
一
種
の
軍
事
的
措
置
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
麗

検
中
三
高
家
移
民
(
前
二
一
一
年
〉

と
一
睡
化
し
た
政
策
で
あ
ア
た
か
ら
で
あ
る
。
雲
陽
は
威
陽
域

北
河
、

の
北
郊
、
北
遁
へ
の
道
の
出
護
地
で
あ
っ
た
し
、
検
中
は
旬
奴
に
備
え
る
検
開
の
置
か
れ
た
要
地
で
あ
っ
た
。
麗
ロ
巴
も
た
ん
に
陵
墓
を
守
る
地

で
は
な
く
、
買
は
首
都
威
陽
を
最
終
的
に
防
衛
す
る
軍
事
的
要
地
で
あ
っ
た
。
麗
邑
の
位
置
は
、
滑
水
が
麗
山
に
も
っ
と
も
近
づ
い
た
地
に
あ

り
、
威
陽
城
の
県
東
、
交
通
の
要
所
で
あ
る
。
麗
邑
は
始
皇
帝
陵
建
設
に
関
わ
っ
た
形
跡
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
依
然
と
し
て
主
陽
が
関
わ

っ

て
い
た
。
始
皇
帝
陵
で
出
土
し
た
陶
文
に

「
麗
邑
五
斗
」

「
麗
邑
五
升
」
な
ど
と
あ
る
の
は
、
制
作
工
房
が
麗
邑
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の

で
は
な
く
、
麗
邑
で
使
用
さ
れ
た
容
器
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る。

統
一
秦
に
と

っ
て
東
方
勢
力
か
ら
開
中
を
防
衛
す
る
援
貼
は
函
谷
闘
で

あ
っ
た
が
、
首
都
威
陽
を
防
衛
す
る
地
は
、
麗
山
を
背
に
し
て
北
は
滑
水
を
望
む
兵
法
の
理
に
か
な
っ
て
い
た
。

の
ち
に
項
羽
の
軍
が
函
谷
開

を
正
面
突
破
し
、
戯
水
の
ほ
と
り
鴻
門
の
地
に
四
十
寓
の
陣
を
構
え
た
の
も
こ
の
鹿
山
北
麓
の
地
で
あ
司
た
。
項
羽
は
秦
の
軍
事
的
要
地
を
逆

現
存
す
る
陵
園
の
内
外
城
、
内
城
の
南
北
二
ニ
五
五
メ
ー
ト
ル
、
東
西
五
八

0
メ
ー
ト
ル
、
外
域
の
南
北
二
二
ハ
五
メ
ー
ト

ル
、
東
西
九
四
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手
に
と
っ
て
陣
を
構
え
た
。

0
メ
ー
ト
ル
の
建
設
も
、
こ
の
時
期
に
始
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
外
二
重
の
城
郭
の
起
源
は
、
落
城
の
秦
公
墓
や
主
陽
の
東
陵
の
周
濠

に
あ
る
と
も
い
え
る
が
、
地
下
に
堀
っ
た
濠
か
ら
地
上
に
積
み
重
ね
た
版
築
の
城
郭
に
襲
化
し
た
契
機
が
、

た
ん
な
る
威
陽
城
の
模
倣
に
あ
る

と
は
思
わ
れ
な
い
。
城
郭
は
明
ら
か
に
内
部
を
防
衛
す
る
必
要
か
ら
生
ま
れ
た
護
想
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
土
木
事
業
は
北
方
の
長
城
、
南
方

の
砦
、
直
道
、
軍
糧
職
、
迭
の
運
河
〈
鐙
零
な
ど
多
く
は
軍
事
的
目
的
を
も
司
た
も
の
で
あ
る
。
内
外
城
の
四
隅
や
四
面
の
門
上
に
は
角
棲
が

あ
り
、
こ
れ
も
最
終
段
階
に
入
っ
た
地
下
宮
殿
の
施
設
を
守
ろ
う
と
し
た
警
備
用
の
意
味
あ
い
が
強
い
。

四

二
世
皇
帝一
に
よ
る
最
終
工
程
(
前
一一一

O
年
九
月
|
前
ニ

O
七
年
〉
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始
皇
一
帝
の
遺
韓
は
威
陽
に
戻
り
、
前
一
一
一

O
(始
皇
三
七
〉
年
九
月
麗
山
陵
の
地
下
に
埋
葬
さ
れ
、

翌
前
二

O
九
(
二
世
元
)
年
四
月
そ
の
上
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に
墳
丘
が
築
か
れ
た
。

最
後
の
工
事
は
二
世
皇
帝
胡
亥
〈
在
位
前
二
O
九
|
二
O
七
年
)
と
中
車
府
令
超
高
の
手
に
よ
っ

て
質
行
さ
れ
た
。

し
か

し
始
皇
帝
の
末
子
胡
亥
が
始
皇
帝
の
死
後
正
統
な
二
世
皇
帝
と
し
て
即
位
し
、
喪
主
と
し
て
葬
事
を
主
管
す
る
に
は
、
長
子
扶
蘇
と
賂
軍
蒙
悟

し
た
が

っ
て
始
皇
帯
の
葬
嘩
を
威
陽
で
貫
施
す
る
こ
と

は
、

た
ん
な
る
先
一帝一
の
葬
儀
で
は
な

の
勢
力
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

司
た
。

く
、
二
世
皇
帝
一
の
正
統
性
の
宣
言
と
い
う
き
わ
め
て
政
治
性
の
濃
い
行
事
と
な
っ
た
。
腫
山
陵
の
最
終
工
程
も、

始
皇
帝
の
巡
狩
途
上
の
不
意

の
病
死
、
後
継
者
聞
の
政
争
と
い
っ
た
異
常
事
態
の
な
か
で
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
二
世
皇
帝
の
治
世
三
年
の
後
牢
は
陳
勝
軍
の
侵
攻

に
軍
事
的
に
封
鷹
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
混
範
の
な
か
で
麗
山
陵
建
設
が
未
完
に
終
わ

っ
た
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
世
皇
帝
は
春
か
ら
東
方
各
地
の
巡
狩
を
貫
行
し
た
。
始
皇
-
帝
の
死
に
よ
る
政
治
的
動
揺
を
抑
え
、
自
ら
の
皇
位
縫
承
の
正
統
性
を
示
す
た

め
で
あ
る
。
稿
石
か
ら
曾
稽
ま
で
、
始
皇
一帝
が
四
回
に
分
け
て
訪
れ
た
地
を
短
期
間
で
巡
り
、
皇
帝
と
の
み
記
さ
れ
た
刻
石
に
始
皇
帝一
と
い
う

(
悶

〉

誼
競
に
代
わ
る
稽
競
を
迫
刻
し
、
始
皇
一帝一
の
治
世
を
顕
彰
し
な
が
ら
、
同
時
に
始
皇
一帝
の
名
の
下
に
自
ら
の
地
位
を
位
置
づ
け
た
。
巡
狩
か
ら

掃
り
、
四
月
に
な
る
と
中
断
し
て
い
た
阿
房
宮
の
工
事
も
再
開
し
た。

こ
の
と
き
威
陽
に
五
商
人
を
屯
衡
さ
せ
、
始
皇
帝
一
死
後
の
不
安
定
な
献

況
下
に
首
都
防
衛
の
態
勢
を
整
え
て
い
る。
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「復
土
(
覆
土
)
」

と
は

『
史
記
』

秦
始
皇
本
紀
正
義
、
孝
文
本
紀
索
隠
に
説

明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
土
を
堀
っ
て
地
下
に
墓
室
を
作
り
、
棺
を
下
ろ
し
た
後
に
そ
の
土
を
埋
め
戻
し
て
墳
丘
を
造
る
こ
と
を
い
う
。
こ

の

(
初

)

四
月
に
は
同
時
に
い
よ
い
よ
墳
丘
の
造
成
工
事
が
始
ま

っ
た
。

工
程
は
納
棺、

埋
葬
後
の
重
要
な
仕
事
で
あ
り
、
短
期
間
に
集
中
し
て
作
業
を
完
成
さ
せ
る
べ

き
も
の
で
あ
っ
た
。
前
漢
の
と
き
に
は
、
復
土

同
府
軍
と
い
う
役
職
が
臨
時
に
任
命
さ
れ

被
葬
者
の
死
後
に
三
高
、

五
蔦
も
の
人
力
を
陵
墓
附
近
の
地
か
ら
卒
と
し
て
徴
裂
し
て
い
る

(『史

記
』
巻
十
孝
文
本
紀
、

『
漢
書
』
巻
十
一
享
帝
紀
〉
。
始
皇
帝
陵
の
場
合
、
墳
丘
を
高
く
築
く
こ
と
は
恵
文
王
以
来
の
停
統
と
し
て
踏
襲
し
、
二
世
皇

一
帝
一
を
と
り
ま
く
政
治
情
勢
の
不
安
か
ら
、

と
り
わ
け
墳
丘
を
高
く
築
い
て
後
世
の
盗
掘
を
回
避
し
よ
う
と
し
た。
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現
在
の
始
皇
帝
陵
に
は
南
北
三
五

0
メ
ー
ト

ル
、
東
西
三
四
五
メ
ー
ト
ル
、

起
黙
と
す
れ
ば
四
六
メ
ー
ト
ル
)
の
壮
大
な
境
丘
が
残
さ
れ
て
い

る
が
、

高
さ
七
六
メ
ー
ト
ル
〈
西
北
隅
西
外
城
起
黙
。
陵
墳
丘
西
側
中
部
を

こ
れ
は
統
一
時
に
造
ら
れ
た
の
で
は
な
く
始
皇
帝
の
死
後
に
造
ら
れ
た
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も
の
で
あ
る
の
で
、
始
皇
帝
一
陵
に
劃
す
る
見
方
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
始
皇
帝
陵
の
墳
丘
は
始
皇
帝一
と
い
う
皇
帝
権
力
を
単
純

む
し
ろ
奮
六
園
勢
力
の
反
攻
と
盗
掘
を
恐
れ
て
よ
り

E
大
な
も
の
を
築
い
た
こ
と
に
注
視
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
始
皇
帝
を
縫
承
し
た
二
世
皇
帝
に
と

っ
て
み
れ
ば
、
始
皇
帝
一
陵
と
阿
房
宮
を
壮
大
な
規
模
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
、
自
ら
の
皇
帝

に
象
徴
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、

権
力
の
正
統
性
の
主
張
と
な
っ
た
。

始
皇
帝
の
遺
睡
を
墳
丘
内
の
地
下
宮
殿
に
牧
め
る
一
方
、

(

幻

)

を
、
墳
丘
北
側
に
置
い
た
。
墳
丘
西
側
内
外
城
の
聞
に
は
、
始
皇
一帝一
の
霊
に
食
事
を
供
す
る

「麗
山
凱
官
」

と
い
う
食
官
の
建
物
が
あ

っ
た
。

こ
こ
か
ら
は
始
皇
帝
一
と
二
世
皇
帝
一
の
雨
詔
を
刻
し
た
銅
権
が
出
土
し
て
お
り
、
二
世
皇
帝
の
時
代
と
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る。

寝
殿
や
便
殿
と
い
っ
た
霊
魂
を
祭
記
し
、

死
後
も
日
常
生
活
を
保
誼
す
る
施
設

始
皇
帝
陵
の
墳
丘
が
短
期
聞
に
造
営
し
え
た
の
で
あ
れ
ば
、
丘
ハ馬
偏
坑
の
建
設
も
こ
の
二
世
皇
帝
の
短
期
的
事
業
と
し
て
と
ら
え
て
も
無
理

(

勾

)

(

お

)

は
な
い
。
衰
仲
一
氏
は
兵
馬
伺
坑
の
建
造
に
十
年
の
時
聞
を
要
し
た
と
す
る
が
、
丘
ハ馬
伺
坑
統
一

後
造
営
読
の
根
援
は
、
備
坑
に
牧
め
ら
れ
た

青
銅
製
兵
器
の
銘
文
の
年
代
が
統
二
別
の
前
二
四
四
〈
始
皇
ニ
)
年
か
ら
前
二
二
八
〈
始
皇
十
九
)
年
ま
で
で
あ
り
、

こ
れ
を
兵
馬
偏
坑
造
営
年

- 46ー

代
の
上
限
と
す
る
と
、
統
一
後
の
制
作
と
見
た
ほ
う
が
安
嘗
で
あ
る
と
い
う
貼
に
あ
る
。

し
か
し
統
一
の
卒
和
宣
言
を
し
た
時
期
の
銘
文
武
器

(

鈍

)

(

お

)

は
そ
も
そ
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
百
越
と
の
戦
争
で
も
戦
闘
時
期
の
武
器
を
使
用
し
て
い
た
。
兵
器
の
年
代
か
ら
制
作
開
始
を
統

一
直
後
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
四
高
除
り
も
の
貫
用
の
秦
の
青
銅
兵
器
を
埋
め
る
と
い
う
褒
想
は
、
統
一
時
に
は
奮
六
園
の
武
器
を
集
め
て
溶

か
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
起
こ
り
え
な
い
し、

ま
た
封
外
戦
争
の
臨
戦
瞳
制
時
期
に
埋
め
て
し
ま

っ
た
と
も
考
え
に
く
い。

む
し
ろ
二
世
皇
帝
が

始
皇
帝
の
葬
躍
を
寅
施
し
た
際
に
、

始
皇
一
帝
一
の
時
代
の
嘗
い
兵
器
を
埋
め
、
短
期
聞
に
大
量
の
兵
馬
備
を
焼
き
、

E
大
な
墳
丘
を
版
築
で
積
み

上
げ
る
工
事
を
同
時
進
行
さ
せ
た
と
見
た
方
が
よ
い
。

二
世
皇

一一帝
の
時
代
に
あ
ら
た
に
武
器
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
は、

遼
寧
省
寛
旬
豚
で
護

(お
)

見
さ
れ
た
「
元
年
丞
相
(
李
)
斯
造
」

銘
の
銅
支
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

八
千
瞳
と
も
推
計
さ
れ
る
三
つ
の
坑
に
埋
め
ら
れ
た
兵
馬
備
に
は
、
制
作
工
房
名
と
工
匠
名
が
印
文
や
刻
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
始
皇
一帝
陵

附
近
で
出
土
し
た
瓦
の
供
給
先
が
開
中
中
心
に
康
範
囲
の
豚
に
贋
が
っ
て
い
る
の
に
劃
し
て
、
兵
馬
備
の
場
合
は
威
陽
と
宮
水
と
い
う
中
央
の
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{圏
明日

添
加
附
謝
湾
側
踏
査

H拍

4

h

q
当
」
滞
局
〉
ゆ
き

工
房
に
き
わ
め
て
集
中
し
て
い
る
(
圃
5
Y

な
か
に
は
機
陽
、

臨
音

安
邑
の
地
方
か
ら
か
り
だ
さ
れ
て
、

共
同
で
制
作
し
た
兵
馬
伺
も
例

外
的
に
は
見
ら
れ
る
。
兵
馬
儒
坑
の
床
部
分
を
敷
き
詰
め
た
方
市
博
や
壁
面
に
積
み
上
げ
た
篠
蒋
は
宮
水
の
ほ
か
都
司
空
、
寺
水
で
焼
い
た
が
、

貨
物
大
の
兵
馬
備
本
睦
は
、
す
で
に
威
陽
城
建
設
で
経
験
の
あ
る
威
陽
城
の
工
匠
と
、
東
陵
以
来
陵
墓
用
の
瓦
制
作
で
経
験
の
あ
る
宮
水
の
工

匠
が
、
短
期
的
に
動
員
さ
れ
た
。
大
量
の
兵
馬
備
を
焼
い
た
窯
跡
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
始
皇
帝
陵
圏
内
に
は
、
組
背
戸
村
、
上
焦

村
、
西
責
村
、
陳
溝
村
、

下
和
村
、
魚
池
村
な
ど
で
震
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
陵
固
に
供
さ
れ
た
蘇
、
瓦
、
陶
盆
、
陶
耀
な
ど
が
製
造
さ
れ

(

幻

〉

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
大
型
一
の
兵
馬
備
は
蒋
瓦
な
ど
を
焼
く
窯
と
は
別
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
兵
馬
備
坑
近
漣
の
窯
で
集
中
的
に
大
量
生

産
し
た
も
の
と
想
像
で
き
る
。
兵
士
備
に
は

一
瞳
一
睡
に
個
性
的
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
胴
盟
、
手
、
頭
の
部
分
は
別
に
制
作
し
、
短
期
的
な

649 
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(
m
A
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大
量
生
産
が
可
能
で
あ
る
。
兵
士
の
顔
の
表
情
ま
で
寓
質
的
に
造
形
し
て
描
き
出
し
た
も
の
は
、

十
年
と
い
う
時
聞
の
幅
を
も

っ
た
兵
士
の
姿

で
は
な
く
、
始
皇
帝
の
死
を
迎
え
た
腕
時
の
一
群
の
兵
士
た
ち
の
形
相
で
あ
司
た
。

一
一
読
坑
の
軽
装
歩
兵
も
、
戦
車
の
重
装
兵
も
、
二
競
坑
の

湾
を
持
つ
歩
兵
も
、
騎
乗
で
は
な
く
馬
を
引
い
て
立
つ
騎
馬
兵
も
、
戦
車
兵
も
、

る。

二
世
皇
一
帝
は
先
一帝
の
欝
軍
隊
を
兵
馬
備
と
し
て
葬
り
、
二
世
皇
帝
元
年
に

ま
た
三
銑
坑
の
儀
杖
丘
ハ
も
、
先
一帝
の
死
を
悼
む
表
情
に
見
え

外
は
四
夷
を
撫
す
る
は
始
皇
の
計
の
如
し
。

壷
く
其
の
材
土
五
商
人
を
徴
し
、

威
陽
に
屯
衡
と
な
し
、
狗
馬
禽
獣
を
射
る
を
教
え
令
む

(
秦
始
皇
本
紀
)
。

と
あ
る
よ
う
に
、
新
し
い
京
師
の
軍
を
徴
設
し
て
訓
練
し
た
。

謹
の
街
尉
の
軍
か
、

三
つ
の
兵
馬
偶
坑
が
い
か
な
る
軍
隊
を
象
徴
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
始
皇
帝
の
身
逃
瞥
護
の
郎
中
の
侍
衛
軍
か
、
宮
城
警

(

州

出

)

京
師
威
陽
城
警
備
の
中
尉
の
軍
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。

兵
馬
備
が
始
皇
帝
の
死
と
と
も
に
短
期
的
に
造
ら
れ
た
の
で
あ

- 48ー

れ
ば
、
再
現
さ
れ
た
軍
陣
の
意
味
も
異
な

っ
て
く
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
の
戦
園
期
の
劃
六
園
戦
争
の
軍
隊
で
も
な
い
し
、
統
一

直
後
の
巡
狩
の

護
衛
軍
で
も
な
い
。
針
外
戦
争
時
期
に
首
都
を
巌
戒
警
備
し
て
い
た
中
尉
軍
と
見
る
の
が
安
蛍
で
あ
ろ
う
。
南
軍
と
呼
ば
れ
た
街
尉
の
兵
士
が

地
方
か
ら
徴
鼓
さ
れ
た
の
に
射
し
て
、
北
軍
と
中
尉
軍
は
秦
の
蓄
地
開
中
か
ら
信
頼
で
き
る
兵
士
が
集
め
ら
れ
た
。
東
方
に
向
く
兵
馬
備
の
姿

に
も
、
泰
樹
東
方
六
園
の
封
立
構
造
を
残
存
さ
せ
て
い
る
秦
一帝
園
の
側
面
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

墳
丘
西
側
二
十
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
銅
車
馬
坑
で
も
、
す
で
に
制
作
さ
れ
て
い
た
二
輔
の
銅
車
馬
を
こ
の
時
期
に
埋
め
た
。
こ
の
坑
は
も

と
も
と
地
下
宮
殿
の
西
側
墓
道
に
設
け
ら
れ
た
耳
室
に
相
嘗
す
る
。
墓
道
は
墳
丘
造
成
と
同
時
に
版
築
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
銅
車
馬
坑

の
完
成
も
二
世
皇
帝
の
と
き
で
あ
っ
た
。

始
皇
一
帝
陵
の
陪
葬
墓
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ

ろ
三

つ
の
地
匡
で
設
見
さ
れ
て
い
る
が
、
陪
葬
墓
の
性
格
か
ら
し
て
も
、

い
ず
れ
も
始
皇
帝
の

死
後
、

二
世
皇
帝
に
よ
っ
て
埋
葬
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
つ
は
内
城
北
側
の
空
間
の
東
字
分
に
あ
り
、
長
方
形
の
内
城
の
東
北
部
分
を
城
壁

で
わ
ざ
わ
ざ
匡
劃
し
、
疲
殿
や
墳
丘
部
と
区
別
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
中
小
の
甲
字
形
墓
や
縦
穴
洞
室
墓
が
三
列
、
北
に
墓
道
を
向
け
て
南
北



方
向
に
二
十
八
並
ぶ
。
非
常
に
不
規
則
な
城
壁
の
匡
切
り
方
を
見
て
も
、
こ
の
陪
葬
匡
が
内
城
内
の
事
前
の
プ
ラ
ン
に
従
っ

て
整
然
と
配
置
さ

れ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

の
女
性
を
殉
死
さ
せ
た
と
い
う
。

『
史
記
』

秦
始
皇
本
紀
に
よ
れ
ば、

始
皇
帝
一
を
埋
葬
す
る
と
き
に
、
二
世
皇
帝
は
先
一一帝
に
仕
え
子
の
な
い
後
宮

お
そ
ら
く
内
城
北
半
分
は
、

寝
殿
部
分
が
占
め
る
は
ず
の
も
の
が
、
緊
急
に
陪
葬
匡
と
し
て
嘗
て
ら
れ
、
あ

と
で
匡
切
る
必
要
性
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
つ
目
の
陪
葬
匡
は
、
墳
丘
の
西
側
、
内
城
と
外
城
の
聞
に
あ
り
、
甲
字
形
中
型
墓
や
四
十
八

基
の
小
型
墓
が
護
見
さ
れ
て
い
る
。

三
つ
目
は
墳
丘
東
側
の
外
域
外
、
上
焦
村
西
に
あ
り
、
東
西
方
向
の
十
七
基
の
墓
が
南
北
に
並
ぶ
。
こ
の

外
域
外
に
埋
葬
さ
れ
た
者
の
特
徴
は
、
身
睦
が
分
断
さ
れ
、

な
か
に
は
頭
に
銅
銭
が
埋
ま
っ

て
い
る
者
も
い
た
。
明
ら
か
に
殺
害
さ
れ
て
埋
葬

さ
れ
た
人
々
で
あ
り
、
二
世
皇
帝
に
殺
さ
れ
た
大
臣
や
十
二
人
の
公
子、

(
初
)

も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
陪
葬
匿
が
三
つ
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
や
、
恋
意
的
に
殺
害
さ
れ
た
者
を
も
埋
葬
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

十
人
の
公
女
〈
胡
亥
の
兄
弟
姉
妹
〉
(
『
史
記』

李
斯
列
停
〉
を
埋
葬
し
た

一
定
の
陵
園
.フ
ラ
ン
の
な
か
に
陪
葬
匡
が
嘗
初
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

兵
馬
偏
坑
が
嘗
初
か
ら
の
.フ
ラ
ン
に
な
く
、
始
皇
一
帝
の
陵
園
を
完
成
さ
せ
る
最
後
の
段
階
で
組
み
込
ま
れ
た
施
設
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
内
外

域
内
の
陵
園
の
配
置
と
兵
馬
偏
坑
の
方
向
と
を
必
ず
し
も
一

瞳
化
さ
せ
て
捉
え
る
必
要
は
な
い
。

一
読
坑
、

二
競
坑
の
兵
馬
備
の
軍
隊
の
方
向

- 49ー

が
東
に
向
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陵
圏
全
瞳
が
東
向
き
で
あ
る
と
の
見
方
が
さ
れ
て
い
る。

し
か
し
現
在
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
全
施
設
が
一

時

に
一
定
の
プ
ラ
ン
の
下
で
造
ら
れ
た
の
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
陵
園
の
方
向
性
も
も

っ
と
複
雑
で
あ
る
。
始
皇
帝
陵
の
墳
丘
は
先
に
も
述
べ
た

よ
う
に
、
南
北
方
向
か
ら
見
れ
ば
整
っ
た
蓋
形
で
あ
り
、
麗
山
を
背
に
正
面
に
清
水
を
望
み
、
陵
北
に
寝
殿
を
配
置
す
る
構
造
は
確
か
に
南
北

〈但〉

を
軸
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
世
皇
帝
の
時
代
、
南
北
の
劃
外
戦
争
も
一
段
落
し
て
東
方
巡
狩
を
再
開
し
、
再
び
奮
六
園
の
東
方
世

界
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
丘
ハ
馬
備
は
東
方
に
向
け
、
銅
車
馬
は
西
に
向
け
る
な
ど
、
東
西
方
向
を
表
に
出
す
こ
と
と
な

っ
た
。

馬
厩
坑
は
始
皇
一帝
陵
の
外
城
東
、
上
焦
村
と
西
の
内
外
城
中
聞
の
二
箇
所
に
位
置
し
、
前
者
で
は
九
十
八
の
坑
に
殺
害
し
た
馬
と
馬
を
飼
育

(
幻
〉

し
た
馬
丁
備
が
見
え
、
後
者
で
も
数
百
頭
の
馬
が
意
園
的
に
殺
害
さ
れ
て
埋
葬
さ
れ
た
。
問
題
は
な
ぜ
生
き
た
馬
を
こ
れ
だ
け
多
く
殺
し
、
始
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皇
帝
一
陵
に
埋
葬
さ
れ
た
か
で
あ
っ
た
。
馬
厩
坑
か
ら
出
土
し
た
器
物
に
「
中
厩
」

「宮
厩
」

「
左
厩
」

「
大
厩
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
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の
馬
の
陪
葬
坑
が
、
威
陽
城
内
外
に
あ

っ
た
馬
厩
の
再
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る。

し
か
し
た
ん
に
馬
厩
を
再
現
す
る
た
め
に
、
貴
重
な

軍
馬
を
わ
ざ
わ
ざ
殺
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
馬
を
陪
葬
す
る
こ
と
は、

西
周
や
春
秋
時
代
に
も
見
え
、
斉
の
臨
泊
古
城
東
北
部
の
甲
字
形
の
五

全
睡
で
五
、
六
百
頭
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
例
と

競
墓
(
脅
景
公
墓
)
に
は
園
む
よ
う
に
し
て
殉
馬
坑
が
あ
り
、

同
様
、
始
皇
帝
陵
の
馬
厩
坑
も
、

(
国
人
)
の
正
座
伺
も
、

皇
帝
の
死
に
合
わ
せ
て
前
時
代
の
軍
馬
を
殉
死
さ
せ
た
も
の
で
あ

ろ
う。

馬
を
殺
害
し
た
と
き
に
、

馬
厩
坑
に
副
葬
さ
れ
た
馬
飼
い

同
時
に
短
期
的
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
馬
飼
い
偶
は
、
胴
瞳
部
に
三
つ
の
パ

タ
ー
ン
が
あ
り
、

そ
こ
に
手
と
頭
部
を
は
め
込
ん
だ
。
頭
部
は
、
兵
士
伺
同
様
、
現
賓
の
馬
飼
い
人
の
顔
を
モ
デ
ル

に
し
て
い
る
が
、
十
分
大

量
生
産
が
可
能
で
あ
る
。

維
持
の
た
め
に
、
先
一
帝
の
権
威
を
借
り
な
が
ら
、

二
世
皇
帝
の
イ
メ
ー
ジ
は
暗
愚
、
無
道
な
亡
閣
の
皇
帝
と
し
て
『
史
記
』
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
始
皇
一一帝
な
き
後
の
秦
一帝
国
の
鐙
制

(
お
)

ま
た
よ
り
権
威
化
を
園
り
な
が
ら
、

E
大
事
業
を
推
進
せ
ざ
る
を
え
な
か
?
た
人
物
と
し
て

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
二
世
皇
帝
の
時
代
に
行
わ
れ
た
始
皇
帝
陵
の
最
終
工
程
も
、

前
二

O
入
ハ
二
世
皇
帝

一 50ー

二
)
年
多
、

陳
勝
配
下
の
周
章
軍
数
十
菌
の
侵
攻
時
、

麗
山
の
徒
(
始
皇
-帝
陵
の
工
事
に
従
事
し
て
い
た
刑
徒
)
に
武
器
を
も
た
せ
て
劃
抗
し
た
こ

と
で
、
中
断
し
て
し
ま
っ
た
。
兵
馬
備
坑
二
抗
坑
と
三
批
坑
の
聞
に
あ
る
未
完
成
の
四
披
坑
は
、

ま
さ
に
始
皇
帝
陵
園
の
未
完
成
を
反
映
す
る

も
の
で
あ
る
。
東
西
四
八
メ
ー
ト
ル
、
南
北
九
六
メ
ー
ト
ル
の
未
完
成
坑
は
、

四
・
八
メ
ー
ト
ル
の
地
下
坑
を
掘

っ
た
だ
け
で
鹿
棄
さ
れ
た
。

お

わ

り

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
始
皇
一帝
陵
も
含
め
た
秦
の

E
大
土
木
建
設
の
進
行
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
第

一
は
秦
の
政

治
情
勢
と
不
可
分
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
戦
園
、
統
一
、
封
外
戦
争
、

二
世
皇
帝
即
位
、
内
組
と
い
う
流
れ
の
な
か
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で

一帝
陵
建
設
の
工
程
の
進
行
も
そ
れ
に
左
右
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

戦
園
時
期
に
は
富
国
強
兵
と
し
て
の
鄭
園
渠
の
工
事
が
優
先
さ
れ
、
統
一
時
期
に
は
威
陽
城
、
馳
道
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
統
一
一
帝一
園
の
整
備
事
業

き
る
。
第
二
に
は
、
各
時
期
に
は
重
貼
的
な
土
木
事
業
が
あ
り
、



二
世
皇
帝一
の
即
位
の

が
進
め
ら
れ
、
封
外
戦
争
の
時
期
に
は
軍
事
的
な
工
事
で
あ
る
長
城
、
城
砦
、
直
道
な
ど
が
建
築
さ
れ
、
始
皇
一一帝
の
死、

と
き
に
は
、
阿
房
宮
の
工
事
を
中
断
し
て
ま
で
秦
一帝
園
の
最
大
の
力
量
を
一
帝一
陵
の
最
終
工
程
に
蛍
て
た
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
第
三
に
は
、

秦
の
土
木
事
業
は
短
期
的
に
か
つ
人
員
を
大
量
に
動
員
し
て
重
黙
事
業
に
集
中
す
る
方
式
が
取
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
長
期
的
、
縫
績
的
に
人
員

を
分
散
す
る
方
式
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
始
皇
一
帝
陵
建
造
に
七
十
徐
高
人
の
刑
徒
を
即
位
期
間
で
あ
る
三
十
七
年
も
長
期
的
に
投
入
し

た
と
い
う
漢
代
人
の
総
括
は
、
秦
帝
園
の
事
業
の
性
格
を
正
し
く
と
ら
え
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
た
が

っ
て
王
陵
か
ら
皇
帝
陵
へ
の
襲
化
も
、
後
世
の
人
聞
が
単
純
に
組
括
す
る
ほ
ど
一

度
に
遂
げ
た
わ
け
で
は
な
く
、
工
事
も
着
質
に
一

定
の
速
度
で
進
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
停
統
的
性
格
を
守
り
な
が
ら
、
政
治
朕
況
の
襲
化
に
針
臆
し
て
新
し
い
要
素
を
付
加
し
て
い

っ
た
の

で
あ
り
、
嘗
初
か
ら
全
瞳
に
わ
た
る
一
定
の
皇
帝
陵
の
新
構
想
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
始
皇
帝
陵
園
の
構
造
の
配
置
に
見
る
非
劃
稽

そ
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
時
代
の
境
化
に
劉
臆
し
て
揺
れ
動
い
た
一
連
の
過
程
こ
そ
、
秦
一
帝
園
の
統

一
事
業
の
貫

態性
で
あ分
司散
た性
とと
思い
わう
れ(特
る34徴
。~i工
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註(
1
〉
劉
土
義
・
馬
振
智
「
秦
園
陵
寝
制
度
劉
西
漢
-
帝
陵
的
影
響
L

博
』
一
九
九
O
年
第
五
期
)
。

(
2
〉
始
皇
脅
陵
園
の
構
造
に
つ
い
て
は
楊
寛
「
秦
始
皇
陵
園
布
局
結
構
的

探
討
」
(
『
秦
備
館
開
館
三
年
文
集
』
一
九
八
二
年
、
の
ち

『文
博
』

一
九
八
四
年
第
三
期
〉
所
枚
、
劉
障
「
秦
始
皇
陵
布
局
浅
談
」
(『文

博
』
一
九
八
五
年
第
二
期
)
、
倫
志
儒
「
秦
始
皇
陵
園
布
局
結
構
淵
源

浅
談
」
(
『
文
博
』
一
九
八
七
年
第
一
期
〉
。
向
氏
は
戦
闘
時
代
の
俸
統

性
(
関
東
諸
侯
王
の
陵
園
、
成
陽
城
、

秦
諸
公
や
王
陵
)
を
強
調
す

る
。
張
占
民
「
秦
始
皇
陵
園
淵
源
試
探
」
(
『
文
博
』
一
九
九

O
年
第

五
期
)
も
長
方
形
の
陵
園
、
山
箆
立
地
な
ど
秦
公
陵
の
俸
統
を
縫
承
し

(『文

- 51-

て
い
る
と
す
る
。
逆
に
李
自
智

「
試
論
秦
始
皇
陵
園
布
局
封
後
代
脅
陵

的
影
響
」
(
『
文
博
』
秦
文
化

・
秦
偶
研
究
特
刊
、
一

九
九
O
年
第
五

期
)
は
、
始
皇
一
帝
陵
の
革
新
性
(
城
垣
、
墓
家
、

腹
殿
、
官
合
、
陪
葬

墓
、
陪
葬
坑
)
を
指
摘
す
る
。

(
3
〉

案
仲

一
は
始
皇
脅
陵
の
造
営
期
開
を
、

即
位
か
ら
統
一
ま
で
、
統

一

か
ら
始
皇
帝
の
死
ま
で
、
二
世
皇
帝
の
覆
土
の
段
階
の
三
つ
の
時
期
に

区
分
し
、
と
く
に
統
一
後
の
十
年
に
大
規
模
な
修
築
が
行
わ
れ
た
と
み

る
(
「
秦
始
皇
陵
考
古
紀
要
」
『
考
古
輿
文
物
』
一
九
八
八
年
第
五
、

六
期
の
ち
『
秦
始
皇
兵
馬
偏
博
物
館
論
文
選
』
西
北
大
皐
出
版
社
、

一

九
八
九
年
所
枚
、
お
よ
び

『秦
始
皇
陵
兵
馬
僑
研
究
』
文
物
出
版
社
、
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一
九
九

O
年
、
「
従
秦
始
皇
陵
的
考
古
資
料
看
秦
王
朝
的
街
役
」

『中

園
農
民
峨
争
史
研
究
』
一
九
八
三
年
第
五
期
、
の
ち
『
秦
始
皇
陵
兵
馬

偶
博
物
館
論
文
選
』
西
北
大
祭
出
版
社
、
一
九
八
九
年
所
牧
)
。
郭
淑

珍

「秦
陵
工
程
督
建
考
」
(
『
文
博
』

一
九
八
七
年
第
一
期
、
の
ち
前

掲

『
秦
始
皇
陵
兵
馬
偏
博
物
館
論
文
選
』
所
収
)
も
三
時
期
に
分
け
る

が
、
と
く
に
第
一
時
期
の
初
期
の
工
程
と
第
二
時
期
の
大
規
模
陵
園
建

設
を
取
り
上
げ
る
。
李
同
学
華

「秦
陵
、
秦
儒
研
究
中
的
幾
箇
問
題
」

(
『
考
古
輿
文
物
』

一
九
八
八
年
第
二
期
)
の
場
合
、
戦
園
の
秦
王
政

の
時
期
を
呂
不
意
が
政
治
に
関
興
し
た
前
期
と
後
期
の
二
つ
に
し
、
全

鐙
の
工
程
を
四
時
期
に
分
け
て
い
る
。

(

4

)

高
維
華

・
主
麗
玖
「
秦
始
皇
陵
工
程
地
質
述
評
債
」
(
『
文
博
』
一

九
九

O
年
第
五
期
)
。

〈
5
〉
拙
稿
「
漢
代
皇
脅
陵
・
陵
邑

・
成
図
渠
調
査
記
(
1
)
1皇
脅
陵
の
位

置
の
比
定
と
形
式
分
類
」
〈
『茨
城
大
飢
半
数
養
部
紀
要
』
第
十
九
説、

一
九
八
七
年
)
。

〈
6
)

一
九
九
四
年
八
月
十
九
日
、

西
北
大
皐
の
李
健
超
、
王
建
新
、
侠
西

省
考
古
研
究
所
の
張
建
林
三
氏
と
、
周
陵
郷
の
二
陵
を
調
査
し
た
。
王

氏
は
附
近
に
散
飢
す
る
瓦
片
の
年
代
か
ら
漠
墓
と
推
定
さ
れ
た
。
諸
氏

か
ら
敬
一
ホ
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

(
7
〉
李
健
超
「
開
中
周
秦
一
帝
王
陵
」
(
『
中
園
歴
史
地
理
論
叢
』
一
九
八

九
年
第
二
輯
、
の
ち
『
秦
文
化
論
叢
』
第

一
集
、
西
北
大
皐
出
版
社
、

一
九
九
三
年
所
牧
)
は
韓
森
家
孝
文
王
詩
陵
訟
を
と
る
。
韓
森
家
に
つ

い
て
も
一
九
九
四
年
八
月
二
O
日
、
三
氏
と
調
査
し
、
墳
丘
周
迭
の
断

層
か
ら
秦
代
の
雲
文
瓦
蛍
や
瓦
片
を
夜
見
し
た
。
韓
森
家
秦
荘
裂
王
陵

設
へ
の
疑
問
は
、
陳
直
『
史
記
新
設
』

(
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
七

九
年
)
二
七
頁
参
照
。

〈
8
〉
二
世
自
主脅
胡
亥
の
陵
墓
は
、
西
安
東
南、

幽
江
池
南
に
あ
り
、

高
さ

五
メ
ー
ト
ル
、
直
径
二
十
五
メ

ー
ト
ル
、
畢
況
の
碑
が
立
つ
。

(

9

)

睡
虎
地
秦
基
竹
筒
整
理
小
組

『隠
虎
地
秦
墓
竹
筒
』

(
文
物
出
版

社、

一
九
七
八
年
)
。

(叩
〉
「
秦
東
陵
調
査
記
」

(
『
文
博
』
一
九
八
七
年
第
三
期
)
、
快
西
省
考

古
研
究
所
・
臨
措
置
豚
文
管
舎

「
秦
東
陵
第

一
説
陵
園
勘
査
記
」
(
『
考

古
輿
文
物
』

一
九
八
七
年
第
四
期
)
、
脇
山
皐
合
同
「
秦
東
陵
探
査
初
議
」

(
向
上
)
、
張
海
雲

・
孫
餓
山
「
秦
東
陵
再
探
」

(『考
古
典
文
物
』

一

九
九
三
年
第
三
期
〉
、
侠
西
省
考
古
研
究
所
・
臨
醤
豚
文
物
管
理
委
員

曾
「
秦
東
陵
第
二
貌
陵
園
調
査
鍍
探
筒
報
」

(
『
考
古
輿
文
物
』

一
九

九
O
年
第
四
期
〉
、
侠
西
省
考
古
研
究
所
秦
陵
工
作
姑
「
事
情
東
陵
第
四

蹴
陵
園
調
査
鎖
探
側
報
」

(『
考
古
輿
文
物
』
一
九
九
三
年
第
三
期)。

(
日
〉
張
海
雲
「
主
陽
遺
祉
調
査
関
報
」
(『
文
博
』
一
九
八
五
年
第
三
期
)。

〈
ロ
〉
王
皐
理
「
秦
偶
兵
器
趨
論
」

(
『
考
古
奥
文
物
』

一
九
八
三
年
第
四

期
)
、
李
摩
動
『
東
周
輿
秦
代
文
明
』

(櫓
-訂
本
)
一
九
四
頁

(
文
物

出
版
社
、

一
九
九
一
年
〉
は
統

一
秦
の
全
時
期
に
つ
い
て
銘
文
兵
器
の

少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
の
区
分
す
る
前
一
一
一
六
年
ま
で

の
統
一
的
卒
和
の
時
期
で
は
、

四
川
浩
陵
出
土
二
六
年
間
判
守
武
造
文

(
「
四
川
陪
陵
地
区
小
田
渓
戟
図
土
坑
墓
情
理
餅
報
」

『
文
物
』

一
九
七

四
年
第
五
期〉
、
四
川
賞
鶏
秦
墓
出
土
陥
商
守
二
六
年
関
西
守
支
(
「
険

西
賓
鶏
鳳
閣
嶺
公
社
出
土
一
批
秦
代
文
物
」
『
文
物
』

一
九
八
O
年
第

九
期
)
、

二
七
年
上
郡
守
道
文
(
『
文
物
』
一
九
五
七
年
第
八
期
)
が
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
文
に
つ
い
て
は
、
始
皇
帝
二
六
年
、
二
七
年
で

は
な
く
昭
嚢
王
二
六
年
、
二
七
年
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
(
前
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掲
『
文
物
』
一

九
七
四
年
第
五
期
、
李
仲
操
「
二
十
六
年
秦
文
考
」

『文
博
』

一
九
八
九
年
第
一
期
、
王
輝
編
者

『
秦
銅
器
銘
文
編
年
集

簿
』
三
秦
出
版
社
、
一
九
九
O
年〉。

(
臼
〉
秦
備
考
古
隊
「
秦
始
皇
陵
二
貌
銅
車
馬
清
理
簡
報
」
(
『
文
物
』
一

九
八
三
年
第
七
期
〉
、

『秦
陵
二
競
銅
車
馬
』
(
『
考
古
典
文
物
叢
刊
』

第
一
鋭
、
一
九
八
三
年
)
、

「秦
始
皇
陵
一
説
車
馬
」
(
『
考
古
典
文

物
』
一
九
九
O
年
第
五
期
〉
、
「
秦
始
皇
陵
一
鏡
銅
車
馬
清
理
繍
報
」

(
『
文
物
』
一
九
九
一
年
第
一
期
)
。

(
日
比
〉
侠
西
省
博
物
館

・
文
管
舎
勘
査
小
組
「
秦
都
威
陽
故
城
遣
社
裂
現
的

宙
開
祉
和
銅
器
」
(
『
考
古
』
一
九
七
四
年
第
一

期〉。

(
日
)
始
皇
陵
秦
偶
坑
考
古
渡
掘
隊
「
秦
始
皇
陵
西
側
鎗
背
戸
村
秦
刑
徒

墓
」
(『文
物
』
一
九
八
二
年
第
三
期)。

(
叩
山
)
拙
稿

「
秦
楚
の
争
覇
と
中
園
の
統

一
|秦
と
楚

・
越
の
戟
争
の
背

景
l
」
(
『
日
中
文
化
研
究
』
第
七
鋭
、
一
九
九
五
年
〉
。

(
口
〉
劉
策
慶

「
。秦
置
麗
邑
。
考
鉾
」
(
『
文
博
』

一
九
九

O
年
第
五
期
〉
。

(
日
)
林
泊
「
侠
西
臨
澄
漢
新
型
遣
社
調
査
」
(
『
考
古
』

一
九
九
三
年
第

十
期
〉
。

(
日
)
王
子
今
「
秦
二
世
元
年
東
巡
史
事
考
略
」
(
秦
伺
研
究
第
四
回
園
際

民平
術
討
論
曾
提
出
論
文
、
一
九
九
四
年
)
は
二
世
皇
帝
の
巡
狩
の
歴
史

的
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。

(
初
〉
復
土
工
事
の
短
期
集
中
に
つ
い
て
は
、
王
子
今
「
秦
始
皇
陵
復
土
工

程
用
工
人
数
論
讃
」

(
『
文
博
』
一
九
八
七
年
第
一
期
〉
参
照
。

(
幻
)
越
康
民
「
秦
始
皇
陵
北
二
、
三
、
四
貌
建
築
遺
迩
」
(
『
文
物
』

一

九
七
九
年
第
十
二
期〉。

(
幻
)
「
臨
澄
秦
伺
坑
試
掘
第
一
一
読
関
報
」
(『文
物
』
一
九
七
四
年
第
十
一

期
〉
、
「
秦
始
皇
陵
東
側
第
三
貌
兵
馬
偶
坑
情
理
簡
報
」
(『
文
物
』
一

九
七
九
年
第
十
二
期
〉
、
侠
商
始
皇
陵
秦
備
坑
考
古
渡
掘
除
・

秦
始
皇

兵
馬
偶
博
物
館
共
編
『
秦
始
皇
陵
兵
馬
偏
』

(
文
物
出
版
社
、

一
九
八

三
年
、
日
本
語
誇
因
遺
昭
三
監
修
、
卒
凡
社
、
一
九
八
三
年
)
、
同

『
秦
始
皇
陵
兵
馬
偶
坑
一
一
抗
凝
掘
報
告

一
九
七
四
1

一
九
八
四
』
上
下

(
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
〉
。
同
博
物
館
編
『
秦
始
皇
帯
陵
兵
馬

備
僻
典
』
(
文
潅
出
版
社
、
一
九
九
四
年
)
は
博
物
館
が
総
力
を
翠
げ

て
編
集
し
た
詳
細
な
僻
典
で
あ
り
、
渡
掘
の
最
新
成
果
を
細
か
く
確
認

す
る
の
に
最
適
で
あ
る
。

(
お
)

衰
仲

一
「秦
偶
坑
的
修
建
和
焚
致
」
(前
掲

『
秦
備
館
開
館
三
年
文

集』〉。

(
川
品
〉
前
掲
註
(
ロ
〉
参
照
。

(
お
)
慶
州
市
文
物
管
理
委
員
倉
「
庚
州
東
郊
羅
筒
秦
墓
設
掘
聞
報
」
〈
『
考

古
』
一
九
六
二
年
第
八
期
〉
、

江
西
省
博
物
館
・
途
川
豚
文
化
館
「
記
江

西
途
川
出
土
的
幾
件
秦
代
銅
兵
器
」
(
『
文
物
』

一
九
八
九
年
第
一
期
〉
。

(お〉

許
玉
林

・
主
連
春
「
遼
寧
寛
旬
豚
設
現
秦
石
邑
文
」
〈
『
考
古
輿
文

物
』
一
九
八
三
年
第
三
期
)
。

(
幻
)
秦
備
考
古
隊
「
臨
謹
豚
際
家
溝
遺
牡
調
査
簡
記
」
(
『
考
古
典
文
物
』

一
九
八
五
年
第

一
期
)
、
同
「
秦
代
陶
窯
這
祉
調
査
清
理
簡
報
」
〈
『考

古
典
文
物
』
一

九
八
五
年
第
五
期
〉
。
案
仲
一
氏
の
数
示
に
よ
れ
ば
、

一
鋭
坑
東
南
二
0
0メ
ー
ト
ル
に
儒
の
破
片
が
あ
り
、
こ
こ
に
窯
が
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う。

(
お
)
劉
占
成
氏
は
寅
際
に
蛍
時
の
方
法
で
三
人
で

一
ヶ
月
か
け
て
八
僅
制

作
で
き
た
こ
と
か
ら
、
八
千
佳
の
兵
馬
備
は

て

二

年
で
可
能
と
計
算

し
て
い
る
(
「
秦
備
制
作
雑
談
」
、
秦
伺
研
究
第
四
回
園
際
皐
術
討
論
曾
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提
出
論
文
〉
。
亥
仲
一
氏
の
試
算
で
は
名
前
の
剣
明
し
た
八
十
五
人
の

陶
工
が
そ
れ
ぞ
れ
十
人
の
工
人
を
抱
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
線
勢
千
人

が
制
作
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
各
陶
工
集
闘
が
八
担
制

作
す
れ
ば
、
八
千
鐙
と
な
る
。
八
千
鐙
に
十
年
を
要
し
た
と
は
思
わ
れ

な
し

〈m
U
〉
亥
仲
一
氏
は
未
完
成
の
四
鋭
坑
を
含
め
た
四
つ
の
兵
馬
偶
坑
を
一
つ

の
軍
隊
中
尉
軍
の
編
成
と
し
、
右
軍
(
一
一
統
坑
〉
、
左
寧
(
一
一
貌
坑
〉
、

中
寧
(
四
挽
坑
〉
、
指
揮
部
(
三
鋭
坑
)
と
見
る
。
曾
布
川
寛
「
秦
始

皇
陵
と
兵
馬
備
に
関
す
る
試
論
」
(
『
東
方
準
報
』
京
都
第
五
八
朗
、

一
九
八
六
年
)
は
兵
馬
備
が
郎
中
と
術
尉
の
近
術
兵
で
あ
っ
た
と
し
、

藤
田
勝
久
「
戦
圏
・
秦
代
の
軍
事
編
成
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
四
六

巻
第
二
鋭
、
一
九
八
七
年
)
は
て
二
貌
備
坑
を
京
師
の
中
尉
軍
、
三

鋭
備
坑
の
儀
杖
謹
術
丘
(
は
始
皇
帝
巡
狩
の
軍
と
見
る
。
資
今
言
「
秦
代

中
央
軍
的
組
成
和
優
勢
地
位
」
(
秦
備
研
究
第
四
回
準
術
討
論
曾
提
出

論
文
、

一
九
九
四
年
)
は
、
中
央
の
三
軍
、
郎
衛
軍
が
三
鋭
坑
、
術
尉

軍
が
一
鋭
坑
、
中
尉
箪
が
二
披
坑
に
制
到
簡
略
す
る
と
い
う
。

(
初
)
秦
備
考
古
除
「
臨
濫
上
焦
村
秦
基
清
理
関
報
」
(
『
考
古
典
文
物
』

一
九
八

O
年
第
二
期〉
。

(
お
〉
孫
嘉
春
「
秦
始
皇
陵
墓
向
輿
結
構
問
題
研
究
」
(
秦
備
研
究
第
四
国

感
術
討
論
禽
提
出
論
文
、
一
九
九
四
年
三

(
M
M

〉
秦
偶
考
古
除
「
秦
始
皇
陵
東
側
馬
厩
鍛
探
清
理
簡
報
」
(
『
考
古
輿
文

物
』
一
九
八

O
年
第
四
期
〉
、
「
始
皇
帝
東
側
叉
設
現
馬
厩
坑
」
〈
『
考
古

奥
文
物
』
一
九
八
五
年
第
二
期
〉
。

(
お
)
二
世
皇
帯
元
年
の
詔
書
を
刻
し
た
度
量
衡
器
が
あ
る
が
、
ぃ
.
す
れ
も

始
皇
帝
の
詔
書
に
附
刻
す
る
形
で
見
ら
れ
、

二
世
皇
帝
の
詔
蓄
が
皐
濁

で
は
現
れ
な
い
。
し
か
し
こ
う
し
た
爾
詔
の
銅
様
、
楕
量
に
は
二
種
類

見
ら
れ
、
始
皇
帝
の
時
代
の
度
量
衡
に
迫
刻
し
た
も
の
と
、

二
世
皇
帝

の
時
代
の
度
量
衡
に
始
皇
一
帝
の
詔
書
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
刻
し
た
も
の

と
が
あ
る
。
中
園
歴
史
博
物
館
所
蔵
爾
詔
楕
量
や
一
九
六
四
年
阿
房
宮

で
出
土
し
た
高
奴
禾
石
銅
権
は
前
者
、

一
九
七
三
年
に
始
皇
帝
陵
の
西

内
城
で
出
土
し
た
雨
詔
銅
権
は
後
者
の
事
例
で
あ
ろ
う
(『
中
園
古
代

度
量
衡
園
集
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
一
年
)
。
一
九
七
七
年
始
皇
帝

陵
園
で
出
土
し
た
十
七
面
多
角
柱
形
の
爾
詔
銅
櫨
は
、
多
面
鐙
の
各
面

に
徐
白
を
残
す
こ
と
な
く
全
文
が
収
ま

っ
て
お
り
、
一
度
に
雨
詔
書
を

刻
し
た
と
し
か
恩
わ
れ
な
い
。
一
九
八
二
年
挟
西
省
躍
泉
豚
出
土
の
雨

詔
精
霊
も
、
始
皇
帝
詔
蓄
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
世
皇
喬
の
認

書
を
刻
す
る
と
き
に
重
複
し
て
始
皇
帝
の
詔
書
を
刻
し
た
め
ず
ら
し
い

例
で
あ
る
(
「
険
西
設
現
一
件
雨
詔
秦
楕
量
」

(
『
文
博
』
一

九
八
七
年

第
二
期
)
。
い
ず
れ
も
二
世
皇
帝
の
政
治
的
立
場
を
反
映
し
て
い
る
。

(
斜
)
拙
稿
「
秦
漢
比
較
都
城
論
威
陽
・
長
安
城
の
建
設
プ
ラ
ン
継
承
」

(
『
茨
滅
大
翠
数
養
部
紀
要
』
第
一

一一-一
鋭
、
一
九
九
一
年
)
、
「
琴
帝
園

に
よ
る
道
路
網
の
統

一
と
交
通
法
」

(
『
中
園
種
法
と
日
本
律
令
制
』

東
方
書
広
、
一
九
九
二
年
)
、
「
秦
喬
園
の
形
成
と
東
方
世
界
|
始
皇

帝
の
東
方
巡
狩
経
路
の
調
査
を
ふ
ま
え
て
|
」
(
『
茨
城
大
筆
致
養
部

紀
要
』
第
二
五
鋭
、
一
九
九
三
年
)
。
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*
本
稿
は
一
九
九
四
年
八
月
険
西
省
臨
醤
燃
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
秦
備
研

究
園
際
摩
術
討
論
禽
で
報
告
し
た
内
容
に
、
現
地
調
査
の
成
果
を
加
え
て

改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
秦
兵
馬
偏
博
物
館
案
仲
一
一
館
長
は
じ
め
多
く
の

現
場
の
人
々
の
数
示
を
得
た
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。



THE ERA OF THE CONSTRUCTION OF THE MAUSOLEUM

　　　　　　　　　

OF QINSHIHUANGDI 秦始皇帝

　　　

―From the Period of the Warring statesthrough to

　　　　

the Period of Unification,and on into the Era of

　　　　　　　

Foreign Wars and InternalRebellions―

TSURUMA Kazuyuki

　　

In the year 246 B.Ｃ。one year after he ascended the throne as king of

Qin, Shihuangdi began construction of his imperial mausoleum. In ２ｎ

B.C, one year after Shihuangdi died, with this mausoleum stillincomplete,

the Second Emperor buried his father's ｃｏ伍ｎin the ground｡

　　

In order to understand to what ｅχtentthe methods of construction used

over the coxirse of this thirty-nine year period followed or diverged from

traditional practices, it is necessary to ｅχamine the conditions existing at

the time the mausoleum was planned and constructed. The position chosen

for the mausoleum on Mt. Li謂山was determined via the use of methods

traditional during the Warring States period. In the era　of peace and

unification that followed the Warring States period, construction continued

on an underground palace. During the period that saw the beginning of

foreign wars, Liyi麗邑city and inner-outer double walls around the mau-

soleum were built.　After Shihuangdi met with sudden death and the

Second Emperor ascended the throne, work began on the burial ０ｆan

underground palace, ０ｎ the pits of the terracotta figures of warriors and

horses (bingma yongkeng 兵馬俑坑）ａｎｄ on the pits of the stable (majiu-

keng馬厩坑）｡

　　

Each period had a priority in construction. and work on the imperial

mausoleum proceeded accordingly. The Qin dynasty had adopted ａ policy

of concentrating labour for construction within relatively short periods of

time. It is thus incorrect to assume that the Qin employed ａ policy of

continuous use over ａ thirty-seven year period of the construction labours

of more than seven hundred thousand criminals.

- ２－


